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平成 30 年度　日本地下鉄協会マナーポスター（車両内中吊り用）
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SUBWAY◎ 3

　 月 日 明に発生しました 海道 東部地震にて、お くなりになられた方々に の

を表しますとともに、 災されました全ての さまに心よりお いを し上 ます。

　また、 に向け、ご ・ご 力をいただいた多くの関 機関の 様に し上 ます。

　 では、昭和２年に 電車事業を運 し始めてから 年12月に90周年を えることが

できました。

　その間、昭和 年に乗 動車（ ス）事業を、昭和46年には地下鉄事業を開業し、

通が時代に わせた「 の足」として、その を担い続けることができたのは、 とえに

の 様をは めとした 通をご 用いただいているお客様のご 、ご 顧の で

あり、心から し上 ます。

　 は、大正11年の 行以来、 を拡大し続け、昭和45年に 100 を

し、その２年後の昭和47年には 都 へ移行し、今では 196 を する大都

に発展しました。

　 通は、この急 な発展の礎となり、「 の足」として公共 通 ット ークの

を担ってきましたが、本 では、 通事業のあ 全化に向けた取組をご

させていただきたいと います。

　

　明 42年、 の 運 を目的として、 区 豊平町 の 間（現在の

区 ２ 西11丁目 近 区 ）を 車鉄道が り始めました。 車鉄道は、 に 道上

の客車を かせるもので、以後、 内の主要地 に 道を拡張しながら、客車 も増 すな 、

の公共 通の基礎を り上 ていきました。

巻頭随想
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車年 車 り

　そのような 、大正７年 月１日に、 海道の開道50周年を 念した「 海道大 会」が

開 されることを受け、 内 通の しが行なわれ、 化都 に さわしい乗り として

車鉄道から 電車への移行が しました。急 、アメリカよりレールが取り せられ、

貫工事のもと 月11日の に 成し、翌12日に開業となりました。

　 電車はその後、 に業 を し 線も 長されていき、より公共性も高まって

いきました。このため、 では、電車事業の 化に向けた動きが活発化し、昭和２年12

月１日に、 電気 道株式会社との間で電車事業の の が行われました。これにより

「 電気 （現 通 ）」が発足、 による電車事業の の が上がりました。

　 車 ス

　 設の拡張 車両の増 な 、 電車事業を拡充する一方で、大正期に入ってからは 々

に 動車が し始め、 の ス事業も大きな進展を せていました。公共 通 の拡充を

図る では、 電車 道のない地 の 通を 保するため、昭和 年10月から によ

る ス事業を開始、さらに、昭和 年には 乗 動車株式会社を し、事業を拡大させ

ました。

　その後、 による日本全体の社会 に わせ、 通事業も 安 かつ の時

代を えました。 員、 足な により事業の 続は 難な が続きましたが、

その間、昭和1 年に「電気 」は「 通事業所」と改 、さらに、 後の昭和22年には「

通 」と改 されました。

　 後の 期から を て昭和30年代に入ると、 への 集 が 、これに い

電車 ス事業は、 送 力の 化が急務となり、新車両の導入 線 の拡大な 、大

きな進展を ていきました。

　なかでも、昭和33年の ィー ルカーと、昭和35年の 観光 スの運行開始は、国

内初として注目されました。また、昭和36年には ン ン ス、昭和45年には ン ン電車の

り 33年 ー 車
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SUBWAY◎

運行も始まりました。

　 地下鉄

　 電車に スと、地上の 通 が 的な発展を る一方、高度 成長の波は イカー

ームにも 車をかけ、都 部の 通 を き こすこととなりました。そこで、地下に対

する新たな 性に目が向けられることとなり、 でも地下鉄 設の を開始し、昭和

39年には「 方式地下鉄車両第１ 車」が 成しました。その後、 なる を重 た

結 、ついに地下鉄 設を 、昭和44年から地下鉄「 線」の 設工事に 工しました。

　翌45年に の は100 を 、大きく を す で、新たな高 送が

な 通 の は、その 成が ち まれました。そして昭和46年12月、地下鉄 線「 24

内間」が開業、 の 通事業の新たな ー を開きました。開業の２か月後には、

「第11 オリンピック 大会」が開かれ、 は大きな 気に まれました。

　地下鉄の 生は、 内公共 通の基 を地下鉄が担い、 電車と スがこれを すると

いう 通体 を 立し、 通事業に大きな をもたらしました。

000 車両（ ） 000 車両（ ）

　地下鉄

　 地下鉄の発展

　　 な の に運行を されない地下鉄は、新しい の足として され、昭和51年

には東西線「 間」が開通しました。これにより、 年 に開通した 線と大通

で し、東西 に びる 内 通の 線が出来上がりました。

　　また、昭和5 年７月の 工以来、 年 の難工事の 、東豊線「 町 豊 すすきの間」

が昭和63年12月に開業しました。

　　地下鉄は、昭和46年の開業以 も の発展に って各線を 長して、現在では全長

4 、49 まで拡大し、積 という 国の気 に されない「 の足」として公

共 通 ット ークの を担っています。

　 ス事業の 、 、

　　 ス事業は、昭和55年には 業 線1 113 とピークを えましたが、平成に入ると

全化の一環として、一部の ス 線を 間 ス事業者に するな 、 ス事業は の

一 を りました。

　　その後、平成13年に した 通事業改 プランに基 き、 ス事業の を 断し、

平成16年３月 をもって、最後の1 線を 海道 スに移行しました。これにより、

ス全 線の 間 ス事業者への が し、 しまれつつも74年にわたる ス事業に

が下ろされました。
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　 電車の

　　 電車の 、 線

　　　昭和39年には、 の基 通として 線の 長は約25 にもなりましたが、

用車の 、地下鉄の開通に い、その主 の を り、 線については昭和49年に

約 5 まで されました。

　　 電車の 続、活用

　　　 電車の 続問 について、「 アン ート」 「 さっ ろ」での 公 、「

電フ ーラム」による ィスカッシ ンな 、 い を行い を重 た結 、平成

17年２月に の方 として、 電車の 続を発表しました。

　　　さらに、様々な を まえて、平成24年に、 線のループ化をは めとした 電車

のまち くりへの活用のあり方な をまとめた「 電車活用 画」を しまし

た。

　　 新 車両「 ラリス」の導入

　　　平成25年 月から、従来の車両よりも が50 くなった新 車両の 業

運行を開始しました。この 車両は、初めて 装置 式行 表 な を装

した か、高 者 供をは め、全ての 用者が乗り りし すく、乗車 員が約２

増となっています。

　　　また、 に のある 在にするため、 極 を する「 ラリス」という が

公 により けられた か、その れた イン性から平成25年度の ッ イン を

受 しました。

ス S マー り

車両 ポ ス
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SUBWAY◎

　　 電車のループ化

　　　平成27年12月、都心の わいの である 通において、西４丁目 場とすすき

の 場を結び、 用者の 性の向上とまち くりへの活用を図るため、新たに都心線

を開業し、 線のループ化を行いました。

　　　このループ化に わせて、 もが気 に歩道から 電車に乗 できるよう、サイ

リ ベーシ ン方式で 場な を しました。

　　 電車のこれから

　　　 電車は、 環境に さしく、 の 力 に わいを創出する都 基 として重要

な を担っています。これからは、 もが 用し すいように、 車両の導入

場の リアフリー化を図ってまいります。

車 ー ー ー

　 通事業は、 生活に欠くことのできない都 の基 設として大きな を たし

てきましたが、 動車の 都 の 化な に い 用 員は び 、また、地下鉄

設に る 本 担の増 の上 等により、事業 が極めて な に りま

した。

　このため、 来に向けて の安 と サービスの 向上を図るため、平成３年12月に

通３事業の 続を 提とした「 通事業 全化 画」を し、その後の社会・

の 化に て、より の効率化を図るため、平成11年度には「 全化 画

」を しました。

　さらに、平成13年12月には、 通事業の担うべき を し、各事業の方向性を め

た「 通事業改 プラン」を し、地下鉄は 本的な 効率化 増 対 、 用 進な

を行いながら で しつつ、 化の しい 電車については を めて事業の方向

性を することとし、 スに関しては 担の 体的な と 用者サービス向上

のため平成15年度 までに することとしました。

　地下鉄については、改 プランを効 的・ 体的に進めるとともに、国の を受けた

全化 画を 実に 進していくための実行 画として、「 地下鉄事業10か年

画」（平成16 25年度）を平成17年１月に しました。この 画に基 き、 業務の 、

員 の ン ン運転導入な 、 効率化を進めた結 、平成1 年度には 常

において昭和56年度以来25年 りに を 上し、以来、 を平成29年度まで 続している

な 、 に 移しています。

　「 地下鉄事業10か年 画」は平成25年度で したことから、平成26年 月に「
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通事業 画」（平成26 30年度）を しました。この 画では「安全の 保」「快

適なお客さまサービスの提供」「まち くりへの貢献」「 力の 化」の４つの 方 を

め、この 方 に基 き、 画的に事業を 進していくこととしています。

　このたびの 海道 東部地震では、 町で 海道の 上初めてとなる最大震度７を観

した か、 内においても最大震度 を し、大規 な 電 断 、多くの方々が

避難を なくされるな 各地で が発生いたしました。 通 においては、 電の

により、一時、 電車・地下鉄ともに全 運 し、 後も 電対 のための特 イ

による運行を行う等、お客様には大 ご をおかけしてしまいましたが、電力供 の

も改 したことから、 月20日より、通常 イ による運行を 開いたしました。これも

の 様をは めとした 通をご 用いただきているお客様 び関 機関の 様のご 、

ご 力の であり、改めて、この場を りて く を し上 る 第です。

　今 の地震では改めて 災 の をま ま と せつけられた結 となりましたが、こ

れからも、お客様の期 と信頼に える公 事業者であり続けられるよう、安全な運行 び

お客様の ー に うサービスの提供に めてまいります。

　今後、 は、 に転 、高 化率も上 していくことが まれているとと

もに、これまで都 の発展に わせて が進められてきた地下鉄 上下 道な の都 基

の 新を行っていく時期を えます。

　 だ も したことのない ・超高 社会の 来を目 に えていますが、これは、

の をハー ・ フトの両 から創り えて、 の 力を高めていく 機と えていま

す。

　そのため、 、企業、行 が力を わせて様々な に取り組 とともに、国内外から 、

ノ、 な を び 、都 の 力をさらに高めて、「 もがいつまでも 続けたいと

う 」、「 もが安心して らし生 現 として き続ける 」、「 都 としての 力と活

力を創 し続ける 」を築き上 、 来の 代に き いでいかなけれ なりません。

　今後とも、 の 産である地下鉄と 電車の安全で安心な 送サービスを提供し続け、

この「 の足」を の とともに 来に き いでまいりますので、 わら ご理 とご

をお願いいたします。
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SUBWAY◎

　　

　近年、社会的に の大きい、鉄道の信頼性を

るがしか ないような 送トラ ルが続発していま

す。

　 年12月、JR西日本が所 する東海道・ 新

線車両において、 車 にき 等が生 る重大イ

ンシ ントが発生しました。き に関わる音 にお

い等様々な異常を ていたにもかかわらず、新

線の運転が 続されました。本 については、現在

も運 安全 員会が を行っているところです。

　 都 においては、 年10月 び11月の東京急行

電鉄田 都 線における配電 ー ル 、10月

のJR東日本 都 線におけるがいし による

送 な 、 員が10 を超えるような大き

な 送 が続発しています。本年１月には、JR

東日本信 線において、 により列車が長時間立

ち 生する事案が発生し、最長で15時間 にわたり

旅客が車内に められる となりました。

　それ れの 送トラ ルの の 明 発

対 の は、各鉄道事業者により行われていると

ころですが、これらのトラ ルの には、共通す

る基本的な もあるのではないかとの考えから、

本年２月に、 識者 鉄道事業者等で 成される「鉄

道の 送トラ ルに関する対 のあり方 会」を

設置し、７月にとりまとめを公表しました。

　この 会には、「 車き 対 WG」「 送

対 WG」「組 体 ・技術 承対 WG」の３つ

のWGを設け、それ れのテー について を

行いました。

　これに えて 会では、安全 送に関する基本

的な問 について、 長期的な視 に立って のよ

うに取り組 べきかの方 を 理しました。

　 車

　

　鉄道事業者では、鉄道に関する技術上の基 を

める 等の規 に基 き 車 の 理がなされて

いますが、 年12月発生の新 線の 車 き をは

　 会 下 W

鉄
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0

めとして、近年、 車き のトラ ルが続いてい

ることから、鉄道の 送トラ ルに関する対 のあ

り方 会において、 発 対 の を行いま

した。

 　 用

　 車は、設 、製 、 、運用の４段階が

的に結びつくことによって安全が 保されます。こ

のため、 車のき の発生 、 車の設 、製

方 び 車の 方 な を まえ、４段階を

的に 案し、今後の 車 のき 対 の方向性を

とりまとめました。

車

　 車を製 するメーカー（以下「メーカー」とい

う。）等において、以下のような事 を 証し、

要に て対 を行うこととします。

・ 車 のき の発生 今 の新 線の 車

き のように、き が進展し部 を貫通しても、

他の部 により、その が外から えなかった

ことを まえると、トータルコストという観 か

ら鉄道事業者が行う 期 の 担 保 コ

ストの を考慮しつつ、下 についてより一

取組 。

　・ 部を極力 なくする設

　・機 を集約し部品 を 化

　・ の部 で われることにより 成後は

認できない 部を な り 避

　・ 度が い 手を な り 避

・ 車のき の発生 からすると、近年において

も 部からのき が発生していることから、製

で となった製品が出 されないよう

に、製 製 後における 方 基

について 証し、 要に しを行う。

・ 業者に対しては、 車 の高い品質の 保が鉄

道の安全 保に 結していることを 識 けたう

えで、今 の新 線の 車 き のように設 で

許 する を超えて りの下 を る等の安

全上 対に行ってはならない 業を改めて周知徹

するとともに、品質 保のための 等を

充実する。

・ 業者が設 に基 く 業 おりの 業を行

うことが徹 されていることを 認するため、

業実 を適 し、設 図 通り 工されてい

るか、 業 等の社内規 に していないか

等を できる体 を 築する。

・ 業者が設 に基 く 業 おりの 業がで

きない場 は、 業者が現場 者等へ し、

製 部門だけで対 できない場 、設 品質

理部門と を行う体 を 実に 築する。

車 マ

　 車 の ュアルは、以下のような観 か

ら しを行う 要があります。

・下 のような重 所を する際の考え方

について する。

　ア）き が発 された 所（ 車 き 発生事

集の事 も ）

　イ）メーカーと鉄道事業者が設 時の に基

いて した上で 要とした 所

　　・ れ許 力に対して発生 力の がより

さい 所

　　・ 部からき が進展したときに大事に る

おそれのある 所　等

　ウ）他鉄道事業者における重 所

・今 の新 線の 車 き のように、製 時の

等により設 で 図しない高い 力が発生す

る場 のき の進展について、き が部 を貫通

しても、他の部 により、その が外から え

ない 所（ ができな

い 所）がある 車 は、当 所の超音波

等を行うことについて する。

ス

　新 線の一部線区では、地上 の 度 知装置等

の 視が なシステムが導入されており、ま

た、車両 の 動 知装置 空気 の 力 化で

異常を 知する装置な の開発も進められていま

す。

　これらの装置は、異常な を かに する

ためには 効な対 と考えられることから、新 線

においては、き 等による 車の異常な を早期

かつ適 に 知できるよう、現在運用されている地

上 の 車 度 知装置の導入 進に え、新たな

方 の が まれます。また、新 線での開発

等を まえ、在来線への適用 性を するこ

とが まれます。
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　鉄道 用者の 的な を最大にするために

は、鉄道事業者の の 担 トータルコスト

を下 ようとする観 に立って、設 、製 の

をすることが まれます。こうしたことから、今後、

メーカーと鉄道事業者 メーカー間 による の

がりを 化し、安全性向上を図るため、各社のノ

ウハウに配慮しつつ、 なる 共 を

行う場の設置が 要です。

　

　

　近年、 都 を 心として電気設 等に る工事

の 工 設 の 化・ 化に する大規

な 送 が発生し、鉄道 用者に多大な を

すな 社会 的にも大きな問 となっていま

す。これを受けて、各鉄道事業者においては、 設

設 の 理方 の し 送 が発生し

た場 におけるその を さくする取組を進めて

いるところです。

　このような 送 を取り く現 を まえ、主

に 送 発生時の が大きくなり すい大都

の大手鉄道事業者が ・実 している電気設

等に する 送トラ ル対 について アリン

等を行い、電気設 等の 理の 力化・効率化

び 送 の の最 化にあたり、効 的と考

えられる取組等をとりまとめました。

　

　 送 の 発 については、当 鉄道事業

者において 明を行うとともに、その に

た 工方 に関するルールの し 要な設

新等の対 を ることにより、その 発 に

めています。

　電気設 等の 理については、電気設 等は

部品 が多い、高所に設置されている、高電 で

されており 電のリスクがある、電 設 は一

重 であり 重化することが極めて 難な の理

により、他の設 に べ保 等の 業環境が

しいといった特 を しています。

　このような現 の 、 に電気設 等の保 員

の 保が 難になっており、後 の組 体 ・技術

承対 において された 成、技術者の

保等の取組を取り入れるな 、組 としての技

術力を ・向上しつつ、今まで以上に電気設 の

理を 力化・効率化することが となって

いるところです。

　シンプルな 線設 への改 、 業車による

視 車による の実 、保 業に 要な

技術力を するための体 の 築な 、各鉄道事

業者がこれまでに発生した 送 等を まえ、線

区の に て た 発 対 理の

力化・効率化を目的として 、実 している取

組は、他の鉄道事業者においても効 的と考えられ

るものがあることから、それ れの鉄道事業者にお

いて、効 的と考えられる取組の積極的な導入を

する 要があります。

　また、 車の共 用、VR（ ー ル・

リアリティ）を活用した シ ュレータの活用機

会の他の鉄道事業者への提供な 、 の鉄道事業

者が連 することにより、電気設 等の 理を

力化・効率化することができる取組 技術力の

・向上に する取組については、鉄道事業者等が

連 し取組を進める 要があります。

　さらに、センシン 技術の活用等による保 業

の 力化・効率化、技術力 のための体 の 築、

無線式列車 システム等の導入 進のための 組

くりな 、鉄道事業者が連 すべき取組のうち、

特に業 全体で取り組 べき であり、国

機関等による関 が 要となる取組においては、国

等は、取組の 進に当たって関 者間の を

たすとともに、新たな技術を積極的に導入する場

に 導的な を担う 要があります。

　

　長時間に 送 において、 発生 所の

特 に がる が鉄道 用者から せられなが

ら、その が担当部 に共 されなかった、ある

いは 送 時の り し運転の区間をきめ かく

設 するために 要な設 が されていなかった

な 、 送 が発生した場 に えた対 として

は、 フト ・ハー でそれ れ改 の 地があ
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ると考えられます。

　このように、 送 発生後、 所の早期発

、運転 開までに要する時間の 、本 まで

の な対 により 送 の を最 化するこ

と 、 送 時に鉄道 用者が 要とする と

鉄道事業者が発信する が ス ッ とならない

よう、鉄道 用者に提供する を適正化すること

が となっています。

　また、本年 月1 日に発生した大 部を震

とする地震においても、 間 車した列車からの

な乗客の 、より早期の運転 開、鉄道 用者

への運行 等の提供等が となり、今後の 様

な事案についても対 が められているところで

す。

　平日ラッシュ時、技術 員の分散配置により、

所を早期発 するとともに、移動時間を し

トラ ル対 の 化すること、 な

方断 を設置することにより、 り し区間に

わせて、き電を区分し、運 区間を最 化すること、

員の取 スを らすため、異常時の運転取 い

を 理すること、 送 発生時においても活用で

きる列車在線 置 の 等のリアルタイム

を提供することな 、各鉄道事業者において、

送 の発生後の を なくすることを目的と

した取組が実 されています。このような取組は、

他の鉄道事業者においても効 的と考えられるもの

があることから、それ れの鉄道事業者において、

その線区の に て効 的と考えられる取組の

積極的な導入を する 要があります。

　また、鉄道 用者 らの行動 に する の

提供 事 を共 するために鉄道事業者間の な

る の 進な 、他の鉄道事業者が連 すること

により 送 発生後の が なくなる取組につ

いては、 の鉄道事業者が連 し取組を進める

要があります。

　さらに、外国 もアクセス な プラット

フ ームの に向けた ・ きかけ、運行 開

までの間の適時適 な 提供に関する な 、

鉄道事業者が連 すべき取組のうち、特に業 全体

で取り組 べき であり、国等による関 が期

される取組においては、国等は、取組の 進に当たっ

て関 者間の を たすとともに、新たな技術

を積極的に導入する場 に 導的な を担う 要

があります。

　

　

　近年発生している 送 の にあると考えら

れる 的な要 について、特に、鉄道の保 業

を行う組 体 とベテラン技術 員からの技術 承

等に 目し、分 ・ を行いました。

　鉄道保 の現場は一部において機 化・ 動化が

進んでいるものの、いまだ 業員の 力に頼る部分

が多く、また、その 業は 業列車の 行時間 等

との関 から 日が 心であり、現在進めら

れている き方改 との関 から業務環境の改 が

められています。また、 化の により、鉄

道の保 を担う 手の 保が 難になっていると

われています。

　このような組 的 技術 承の を す

るには、一 的に時間を要するため、10年、20年後

の を し、現段階より取るべき対 を 理し、

手 れにならないように適 に実 することが重要

です。

　

　10年後、20年後を え、組 内 び外的環境が

このままの で 移した場 に、下 の がよ

り一 在化することが 念されます。

　今後 10年のうちに現在のシ ア であるベテ

ラン技術者の大 が まれ、これにより 重

なノウハウが鉄道業 ・組 より われるおそれが

あります。そのため、 手技術者への技術 承・

手技術者の技術力の が一 難となります。

（ ）

　 年 の により技術者を す 者が年々

すると まれることに え、その するパ

イを他業 ・ 業他社と することで、今後ます

ます 手技術者の 足が 在化していくものと

考えられます。そのため、新規 用が 難で 用

者 を充足できないこと（ 手技術者の の 保
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が 難）、技術的 が 足する新規 用者の

が増 すること（ 手技術者の質の 保が 難）が

されます。

成

　 力化技術のさらなる にあたっては、鉄道事

業者 の取組に え、 に一部の鉄道事業者で

用されている 力化技術の 用化・ の 展開、

の鉄道事業者への導入を えた 開発体

の 築と 力化技術の開発メ ューの り こしな

も められます。

　

　10年後、20年後における組 の技術力の ・向

上を図るため、図２に す主な対 について、よ

り一 力的に取り組んでいく 要があります。

 

成

　各社とも、 社の線区の実 を まえ、技術者に

められる技術力に て、技術者 に取り組ん

でいます。 には、創 工 を らした 設

カリキュラムを用いて実 されている事 もあり、

業 全体の技術力の向上を図るため、これらの

を業 全体で共 していく 要がありま

す。

　より効率的、効 的な技術者 を実現するため、

業 全体で一部の を共 実 する体 、

設・設 を共 用する体 な の 組 を す

る 要があります。

 （ り

り）

　これまでも、各鉄道事業者は保 の 力化に向け

た取組を 力的に進めているところですが、今後、

特に保 工会社（下 ）の 業員 足が今以上に

化することに 、 も めた現場 業の

力化のための 動化・機 化技術をこれまで以上に

積極的に導入し、 業環境の改 を 化する 要

があります。

　そのため、まずは一部の鉄道事業者で導入されて

いる 力化技術について他社への を図るため、

技術の 用化 国等による 置の 等を行い

ます。

　保 現場に らず、 な技術者を 保し技術レ

ベルの向上を図っていくためにも、 なところか

ら外国 技術者の 用拡大を進めていく 要があ

り、ルール り・ 成（技術 、日本 ）

の 組 を する 要があります。

　 本

　 が国の鉄道における安全に関わる基本的な問

について、 を のように え、 長期的視 に

立って早急に取り組 べきか、対 の方 を しま

した。

　

内

　各鉄道事業者が安全第一の取組を進めてきたにも

かかわらず、新 線重大インシ ントな では列車

を めるといった安全第一の対 が行われていませ

んでした。 のようにすれ 組 の 々まで安全

識を徹 できるのかが最大の です。
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鉄 用 ー

　トラ ル時に鉄道事業者は早期運行 開を目 し

ますが、鉄道 用者はS Sの発達に い様々な

を入手できる環境にあり、鉄道事業者はますます

適時適 な 提供が められています。いかに鉄

道 用者目線に立った対 の充実を図るかが で

す。

 

り 会

　事 トラ ル の 、 動化・機 化、I

技術の導入な は、トラ ルの対 な の

を生 、 事の本質を え、 ら考えて行動（「考動」）

する機会が していると考えられます。

 会

　安全を 保するためには、各社が めた基 規

を することが基本です。一方、規 体

が技術の進歩な に適 するよう されていない

場 、規 が 化し、 ータ改 んな の 正

の要 の一つになっているのではないかとの も

あります。

 鉄 鉄

　歩きス ホ、 け 乗車な 鉄道 用者に

したトラ ルが な の 送トラ ルの大きな

にもなっており、より一 の安全・安 送の

保のためには、鉄道事業者の 力は当 ながら、そ

の取組は があり、鉄道 用者の 力が重要です。

　鉄道は様々な技術からなる 的なシステムとし

て 成しており、部分的には新しい技術を取り入れ

性等の向上が図られているものの、全体を

しながら 的に改 することが難しい分 だと考

えられます。

　鉄道事業者とメーカーとの間の契約関 等による

約から、鉄道 用者の安全 保に関わる事 で

あっても、鉄道事業者とメーカー間等の 通が

図りにくくなっているとの もあります。

　

　「安全が 認出来ない場 は 無く列車を め

て 認する」といった安全第一の方 を徹 させる

ため、 トップが率 して取組 とともに、現場

を めた鉄道従事員が「考動」し、その結 を組

として適 に し、さらなる しを行うことが

要です。

　事 は当 のこと、列車を め るを得ない

ような事 が こらないよう、 理的な 設・車両

の 理 システムの改 する 要があります。

　また、運 安全 メント 保安 の実

を通 て、このような取組を 進します。

鉄 用 ー ス

　鉄道 用者の立場に立った 活動 提供を

行う等、サービスの観 でのさらなる改 旅客と

のコ ュ ーシ ン 力の向上の取組が 要で

す。

鉄 A

　鉄道の運行は最 的には の 断 手 業に る

部分があることにも 分に配慮し、鉄道従事員の技

力の 向上を通 て、鉄道従事員の鉄道システ

ムの 体、事 リスクに対するリアルな理 力を担

保する 要があります。

　 間の スによる事 等を するため、センシ

ン タリン 等の最新技術を導入した新たな

運行 理システム、 ライ レス 動運転な の技

術開発を 進する 要があります。

本

　規 の を基本とし、その にある本質を

理 する取組を進めるとともに、規 の本質的な

理 に基 いて「考動」する鉄道従事員を 成する

要があります。また、社会の 化 技術の進歩な

に わせて適 、規 を し、実効性を担保

する 要があります。

 鉄 鉄 用 協

　鉄道事業者と鉄道 用者、 線 線 体

との間で の 力による 体 を 築し、関

者が一体で取り組 ことにより、安全・安心で
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が なく、快適な鉄道サービスの質的向上を目 す

運動を創出する 要があります。

 鉄 ー ー 協

　より一 の安全・安心の向上を図るため、鉄道事

業者とメーカーな 鉄道業 全体で、事 トラ

ルの 対 を するにあたっての 力体 、

またこれらの安全 保に関する を 積し共 す

る体 を充実する 要があります。

　また、 的に する 識を ち、 動車

空な の他の技術分 での取組を積極的に取り入れ

ることも 要です。

　　 り

　国 鉄道事業者を始めとする関 者においては、

本 会のとりまとめを まえ、続発する 送トラ

ルを させ、社会の信頼に えるべく、 体的

な の 実 に取り組 ことが く まれま

す。

　国 通 としましては、今後、本とりまとめの

・実 について、 期的にフ ローアップ

を行い、社会の 化等に対 した 証・ しを適

適 に行ってまいります。
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　平成31年度 は、「平成31年度 の 要

に当たっての基本的な方 について」（平成30年７

月10日 ）の で、「「 運 と改 の

基本方 201 」（平成30年 月15日 ）で

された「新 ・ 生 画」の 組 のもと、

き続き手を めることなく本格的な 出改 に取

り組 。 出全 にわたり、平成25年度 から平

成30年度 までの安 内 の 出改 の取組を

化するとともに、 の を い し、無

を徹 して しつつ、 の を大 に重 化

する。」とされ、 間 要 技術イノベーシ

ンな の誘発効 が高いもの、 急性の高いもの、

規 改 と一体として るものを重視する一方、

プライ リー ランスの改 に向けて、当初 の

ならず 正 も一体として 出改 の取組を進

めるとされており、都 鉄道関 を取り く

は大 に しいものとなっております。

　このような 下で行った平成31年度 要 に

ついて、 要 ・要 内 を 心にして 単に

べさせて頂きます。

　なお、以下の内 については、今後の 成

において があり得ることをご承知おき願いま

す。

　 平成3 年度 鉄

　 鉄

　都 鉄道 事業 助については、大都 に

おける基 的な公共 通機関である地下高 鉄道の

進 リアフリー化等への対 を目的として

おります。

　平成31年度 要 においては、新線 として

なにわ 線 事業、 線 事業、

設の リアフリー化 ホーム ア等の設置、 拡

大の 送 時等における運行の早期 を

図るために行う大規 改 工事、 対 、 震対

を要 しており、都 鉄道 事業 助全体の

要 として で 7 41 となっております。

　 鉄

　都 鉄道 増進事業 助は、都 鉄道等

増進 により、 用者 地 の を しながら関

者の を しつつ、都 鉄道が える問 を

する「都 鉄道 増進事業」の実 に 要な

を 助することによって、都 鉄道等の 用者

の を増進し、もって活力ある都 活動 び と

りある都 生活の実現に することを目的とする

ものです。

　平成31年度 要 においては、 き続き、

西部・ 川 部と東京都心部のアクセス改

を図ること等を目的とする「 川東部方 線」の

を対 としており、都 鉄道 増進事業

助115 6 を 進 として要 しており

ます。

 　 鉄 （

）

　 線の旅客線化事業は、大都 における

線を旅客線化し、 線地 の通 ・通 送を 保

するとともに、都 機 の向上・活性化を図ること

を目的としております。

　現在、大 外環 線（おおさか東線：新大 久

鉄
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間）の を 助対 事業としており、 線の

区間（放出 久 間）は、第２ 鉄道事業者で

あるJR西日本の運 により、平成20年３月に開業

しました。 る 区間（新大 放出間）は今年度

の開業を しており、平成31年度 要 にお

いては、 工事分を 線鉄道等活性化事業 助

5 5 の内 として要 しております。

　鉄 駅

　 空間の質的進化を目 し、まちとの一体 があ

り、全ての 用者に さしく、分かり すく、心地

よく、 とりある 代ステーシ ンの創 を図る

ため、ホーム コンコースの拡 等の の改 に

せて行う リアフリー 設、生活 機 設、観

光案内 設等の 空間の高度化に する 設 に

対して 助を行う 代ステーシ ン創 事業を実

しております。

　平成31年度 要 においては 代ステーシ

ン創 事業の か、 続事業である 改 事業

成 画事業について、鉄道 改 事業 助

全体で27 04 を要 しております。

　鉄 駅 ー

　地 の日常生活 観光の となっている鉄

道 において、 レベーター等の設置による段

、ホーム ア 内方線 き ロックの設置に

よる転 、 者対 トイレの設置等を 進

し、 ーサル社会の実現 快適な旅行環境の

等を図るため、これらの リアフリー化設 を

する鉄 道事業者に対して を行っておりま

す。

　平成31年度 要 においては、地 公共 通

保 改 事業 び 日外国 旅行者受入環境

急対 事業により を行うこととしており、そ

れ れ293 77 の内 、77 6 の内 を要 し

ております。

　なお、地下鉄における リアフリー化設 の

については、都 鉄道 事業 助（平成31年度

要 7 41 の内 ）により要 しております。

 　鉄 （鉄

）

　 都 下地震 海トラフ地震等の大規 地震に

え、地震時において、鉄道 用者の安全 保 一

時避難場所としての機 の 保 び社会・ 的

の 等を図るため、主要 高 橋等の 震

に対し、 を行うこととしております。

　また、 大都 をは めとした大都 では地

下 等の地下空間が 多く 在し、 川の 津

波等が発生すれ な が 念されるた

め、各地方公共 体が めるハ ー ップ等によ

り が される地下 等について、 の出

入 トン ルの 等の 対 に対し、 を

行っております。

　平成31年度 要 においては、鉄道 設 安

全対 事業 助63 2 を として要

しており、その内 として 上しております。

　なお、地下鉄 等の 震、 対 については、

都 鉄道 事業 助（平成31年度要 7 41

の内 ）により要 しております。

　鉄 （ ）

　平成27年７月に国連気 動 組 約事務 に提

出した「日本の約 案」に基 き、2030年度国内

の 効 スの 出 を2013年度 26 0 する

ことを目 としております。その目 達成のため鉄

道部門においても、 進的な 設 ・機 の導

入の を行い、鉄道の O2化の 進を図ること

としております。

　平成31年度 要 においては環境 との連 事

業として、公共 通機関の 化と 用 進に向

けた設 事業50 0 の内 、として要 して

おります。

　 り

　 単にではご いますが、平成31年度の都 鉄道

関 の 要 について べさせて頂きまし

た。

　これらの がより快適で安全な都 鉄道の実現

に するものとなりますよう、関 者の 様のご理

・ご を るようお願いして、本 の結びとさ

せて頂きます。
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　安全で安 した鉄道 送を提供するため、多 の

鉄道設 のメンテナンスを 続的、かつ的 に実

することが められている。また、 保全に基

くメンテナンスの重要性はますます高まるととも

に、メンテナンスの効率化への期 も大きい。そこ

で、鉄道設 のメンテナンス として、鉄道

が取り組 開発 を した後、特に鉄道

の ・診断技術、 び 視技術について

べる１）、２）。

鉄 ナ ス

　鉄道 では、鉄道設 を安全かつ効率的に

するための 開発として、「 、診断技術の高

度化（認知）」、「 化、 の （ ）」の２

つの 目に重 を置いた取組 を行っている（図

１）３）。「 、診断技術の高度化（認知）」では、

の効率化 高 度化による安全 保の他、新し

い診断手 の開発を行う。一方、「 化、 の

（ ）」では、 成 の 化

の長期 、性 を行う。 者では鉄道設 の

現 のために、目視の代 技術、 タル

による 、診断の効率化が、後者では鉄道設 の

来 のために、高 度な ・ ・

新の適正化が められる。鉄道設 のメンテナン

ス実務では、両者の結 をもとに「 全度

置（ ・ 置）」が される。ここで、鉄道設

のメンテナンス を行う上で イントとなるの

が、高 度な画 、 、これらの

タル ータの 送となる（ タル ータ I

の活用）。

　鉄道 が取り組 鉄道設 のメンテナンス

は、 道、電力、信号・通信、 と多 にわた

る（図 ２）。図 の テー には の目的で

ある「認知」、「 」、「 」を した。 道では、

周 のリスク要 を車上 動画 ータから 出

し、 線リスクを めた をもとにした、新た

　鉄 ナ ス
1

　 ナ ス

特 別 寄 稿

鉄道設備のメンテナンスへの
ICTの応用

公益財団法人鉄道総合技術研究所
構造物技術研究部長　　　　　 　神田　政幸
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なリスクベースメンテナンスによる 道保 画の

方 の に取り組 。電車線では、車上から

の高 度・ の 視による、 の効

率化に取り組 。 では、目視の代 技術とし

て画 取得による 技術、鉄 コンクリート

の トン ルの 視技術

の開発に取り組 。

　以下では、鉄道 の ・診断技術、 び

視技術について する。

鉄

　 の 、診断では、 々の 技術者の技

術力 に頼るところが大きい。 技術者の技

術力の 下は、全 における 全度 の増

大 、 化 も めた適 な の 実 に

よる ・ 時期の が生 、 コスト

・ コストの増大が 念される。目視の代 技

術として画 技術の導入を図るとともに、 時に

の 時 化をいち早くとらえることを らう。

コストの を図る「全 での診断の適正

化」、 び ・ コストの を図る「

での診断の適正化（ 等）」の２つに 目

した 開発に取り組 （図 ３）。

　現 では、全 として 々の 技術者が全

ての を し、 方からの目視によって 全

度を することから、安全 に 全度 が増

する 向にある。このため、 が多くコ

ストと時間を要することが されている。これに

対して、 来的に目視 に画 取得技術を導入す

ることにより、全 として した際に、画

ータを取得し３ ー ル が タル

ータとして 築できれ 、専門技術者を現地に

することなく、 ー ル に対して、入念

な目視 を実 することが となる。「全

での診断の適正化」により、 の を

させ、 業務のコストと時間の に結び く

ものと考えられる（図 ４）４）。現在、画 か

らS M（S M i ）技術により、

3 ータ なプロトタイプシステムの 築

段階にあり、全 の 度（画 取得時間）

を しつつ、 3 ータの取得が か、取

得 であれ 度を の 度 下させる

要があるか等の基本性 の 段階にある（図

）。ただし、画 取得技術（ 度と画 ）は、

現在も向上・進展する技術 であり、上 の基本

性 画 取得機 ・ 体の大きさも、年単 で格

段に改 されている。今後、 築したプロトタイプ

システムを用いて、鉄道事業者・鉄道 コンサル等

を えた 行 を行う である。

　 の は、入念な目視

による を行うため、足場 機 が 要な

ことから、専門性の高い技術力、時間とコストを要
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する。一方、 来の のコンクリートの 、

等の まで実 される ースは である。こ

のため 周期の し 時期、 の設

が 明 なため、気が いた時には大規 な断

となるような事後対 の事 が多い。このため、

コストのアップに がることが され

ている。これに対して、 来的に画 に基 く

鉄 コンクリート の 技術を導入する

ことにより、 来の を することで、「

での診断の適正化」により、 のコス

トと時間の 、 ・ コストの に結び

くものと考えられる（図 ）。鉄道 では、

の ・ 工・環境に関する な を行う

ことなく、鉄 コンクリート 表 の 等の

画 から、 を行う手 を開発した（図

７））、 ）。本手 は、実際に生 た を基に、

の 化 ルを用いた から、実 に

した鉄 度を することで、鉄 コンク

リート の 来的な 等の発生な の 化

を行うことができる。 体的には、開発手 をタ

レット上で実現できるレベルにあり、画 取得か

ら「鉄 置」、「か り」、「 性化 さ」さらに「現

在の 」の を入力することで、鉄

度を し、 時に現在および 来にわたる鉄

コンクリート表 の び れ、 等の 化 が

できる（図 ）。今後、鉄道事業者・鉄道 コン

サル等を えた 行 を行うとともに、

を発展させ、最適な 等の 画 に結び ける

である。

　 タ

鉄

　鉄道 では、 の 化を 長期に っ

て 続的に 視するため、センサの 久性向上およ

び 新 業の 易化を図るとともに、保 ッ

ト ーク設 方 を してきた７）、 ）。また、

の をいち早くとらえるための 視技術の

開発にも取り組 。高 度 による の

視では、コスト を目的とした「 の

に た効率的なメンテナンス」、リスク によ

る安全運行を目的とした の「 に する

事 の 避」の２つの方向性がある。現 の

の 視では、全ての の 視を実

するのは難しく、重要 目視 難な 、

異常時等の 重 用の 化が大きな を対 と

するのがよい（図 ）。

　 トン ルでは、 の進行性の 無を 視す

ることで「 に する 事 の 避」により、

鉄道の安全運行を図る 視技術が 要となる。

鉄道 では、無線センサによる び れ 、地

、内空 等を する タリン システム

を開発した（図 10））。それ れの に無線

　 （ ）

専門部署による入念な目視・非破壊試験等の調査

足場等のコスト 微破壊検査 高価な機器

要求
性能

経年

検査 変状予測

検査周期や補修時期
補修範囲等の設定

剥落予測
未実施

（補修・補強
費アップ）

高コスト
作業時間 大

画像情報に基づく剥落予測の導入

剥落予測
実施

（補修・補強
費低減）低コスト

作業時間 小

　 鉄 ー

④鉄筋腐食速度の推定
2×10-3 mm/年

➂比較

①と②のはく落面積
が一致

鉄筋 はく落

メッシュ毎
判定

①目視

供用
年数鉄

筋
腐

食
量

パラメータ
鉄筋腐食速度

メッシュ毎
予測

はく落

②劣化予測

調査項目：かぶりコンクリートのはく落面積，かぶり，中性化深さなど

材料、施工、環境の影響を含んだ鉄筋腐食速度を同定し、
将来の剥落範囲（補修範囲）を推定する
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機を 続した無線センサとし、 i 規格無線

を用いて各無線センサから 用無線センサを

て、トン ル の 機で ータ集約がなされる。

機は ータ 積用のS カー を し、 電話

線を用いてサー へ ータをアップロー する機

を する。無線センサによる トン ルの

視では、 なトン ル内での配線 業が 要で、

ッテリーの 用により無線センサは電 なし

に２年間、 機 レー 無線センサは４か月の

が となった。無線センサによる トン ルの

タリン システムは、 に の トン ル

に導入され、 視による鉄道運行に している。

り

　鉄道設 のメンテナンス技術を向上させるには、

開発の ならず、開発した手 、システム、

機 の運用方 ・体 等の 組 つくりも めた

アプロー が 要である。大手鉄道事業者の なら

ず、 の鉄道事業者が手 に活用できる 易な技

術を 開発し、共 し、あるいは各社の ・診

断体 に わせたカスタ イ も 要 欠と考え

ている。今後とも 続的に、鉄道 の鉄道設 の

メンテナンス の実務への実装に、 と

力をお願いしたい。
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　JR東日本は本年７月に ループ ビ ン「

2027」を発表した。本格的な 社会の 来

移動 ー の な しい 環境が され

る 来を えることと、 工知 技術 ット社

会の進展といった新たな環境 化に対 するための

である。

　このビ ンの でも、安全で安 した 送サー

ビスの 向上は、当社の ラン 力の基 である

と 置 けている。さらに、シームレスな移動サー

ビスの提供基 になるべく鉄道を質的に してい

く方 としている。保線部門としては、これらを

まえ、メンテナンス方 を 新し、 ス ートメン

テナンス を実現することをその目 の一つと め

た。その となる技術の一つが タリン 技術と

ータ分 である。

　本 では、本年７月から本格導入を始め、最 的

には50 線に導入する線 設 タリン の導入

現 とその展 について する。

B

　ここ 年、当社は BMの導入をメンテナンス方

新の大きな として 置 けてきた。保線部門

だけでなく、車両 電気部門でもその実現に取組ん

でいる。

　 BMと は 基 保 全（ i i B

M i ）のことであるが、 化 に わ

せて することで、ライフサイクルコストの

、 なる安全安 送を 保することを目的とし

ている。保線のメンテナンスでは、以 から 期的

に線 の を し、その結 に基 いて を

行う方 を 用してきた。つまり、 基 保全を

けてきたとも えるが、 化率が 所ごとに大

きく異なるため、時間ス ールが わない 所では、

基 とならずに、時間基 保全に近い 方

となってきた。つまり、 のごとく長い線 の

である線 を と まりとして、「平 的な 化

」に基 いて 画を してきたのである。

　一方で、線 の を 目に することができ

特 集 Ⅰ

　 ー 0

鉄道株式会社 　
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れ 、 化率の いに されずに、まさに、 の

ような 所でも BMを実現でき、所 の目的を達

成できるのではないかということが タリン 技

術導入の ベーシ ンとなっている。つまり、「平

的な 化 」に基 く から「 的な 化

」に基 く に転 することで、メンテナン

ス方 を 新しようとしている。

　線 の を 目に するためには、従来から

用している専用の 道 車を増 し、 度

を上 るか、 業列車に 装置を搭載して、

度を上 る２つの方 があるが、専用の 道

車を増 することは メリットが大きく現実的では

ない。そもそも、専用の 車は極めて高 であり、

さらに、 間の 業間 いにも を えるからで

ある。

　そこで、 の装置を開発し、 業列車で高 度

に する線 設 タリン 装置を導入するこ

とが当 の 結となった。現在、 の約 分の

線で装置導入が進んでおり、 BMを実現すべく現

場での取組 が始まっている。

　線 のメンテナンスも他の 製品と 様

に、 、 画の 、 の実 、

の といったサイクルを り すことが基本

となる。ただし、トン ル 橋り うといった他の

よりも、 化 度が かに早いため、そのメ

ンテナンスサイクルが 常に いとった特 があ

る。そのため、 も 当の 度で行うことになる。

　保線の では、この を「 視」と「 」

に分けて行っている。「 視」は、線 の を 歩

で歩きながら目視 することが基本となる（

１）。「 視」の目的は、線 の 的な保

を 認することに えて、 線環境の 化 築

の も 認することである。一方、「 」の

目的は、設 一つ とつの を 認 すること

であり、「 視」と「 」の２本立てで線 の

を 認している。

　従来、「 」も目視 目 、シック ス ー

、 間 ー といった 易な 機 を用い

て実 していたが、JR発足後、 の 道

装置、分 装置、 間 装置といった

な 装置を導入し、 の機 化を 進してき

た。しかし、「 視」は、線 である線 を

目視 することであり、機 化することが 難で

あった。また、目視といった視 だけでなく、

線 から発生する音といった聴 も活用して

ルト の を特 するな 従事者のノウハウが活

かされてきたため、長らく「 歩で診る」ことが主

たる手段となっていた。

　「現場を診る」ことの重要性は を たないが、

所を特 するために、全線歩いて 認する

という方 は、生産性が高いとは い難い。さらに、

目視 には とし 結 に があるといっ

た もあり、 の質を高める工 が 要になる。

　 道 の 視に えて、今まで目視で 認

してきたレールと クラ を めている である

レール 結装置 レールとレールを めている 目

の 等を タリン できれ 、「 視」の

度を し、生産性と品質の向上を 時に図れるの

ではないかということが、 タリン 技術導入の

第 の ベーシ ンである。

タ

　ここでは、当社が開発した線 設 タリン

装置を する。線 設 タリン 装置は、

道 （線 の が ）を する「 道

タリン 装置」とレール 結装置等の 道の

の画 として する「 道 タリン 装

置」で 成している（ １・ ２）。

　これら装置を 業列車の車体 下に装 すること
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で、これまでの 車と して かに高い 度で

道 ータが取得できるようになっている。そ

の結 、リアルタイムに 道 を できるとと

もに、その 時 化を えるようになった（図 ２）。

また、レール 結装置 目 ルトといった重要

部 の画 を することで、 10 の を

で できるようになっている（ ４）。

　 タ

　 タ

　 道 タリン ータは、装置から 電

話 線でクラウ に 送している。 道 タ

リン の画 ータは、 が大きく無線 送でき

ないためSS （ 体）に保 し、 期

的にSS を 取ってクラウ に 送している。

ータ

　線 設 タリン 装置で、 する ー

タは 常に大きい。50 線に導入した場 、年間に

う ータサイ は500テラ イトを超える。さら

に、 した ータは所 「生 ータ」であり、

そのままの で保線技術者が分 するには難があ

る。 道 ータは、そもそも の都度 置が

ずれるという大きな がある。 ピッ と車輪

の 転 が連動しているため、 空転を しで

も こせ 置がずれてくる。また、 区間

も し運転 避線 行等で 行の都度 わって

くる。さらに、生 ータはノイ を んでいるため

に、ノイ を異常 として しないと分 し難い。

　 道 タリン 装置で する画 が対

とする設 は極めて 大である。 クラ は１

あたり約1 700本、レール 結装置は約7 000

もある。つまり、対 としている設 は 、

のオー ーなのである。このような設 の ー

タを一つ とつ保線技術者が ターで 認するこ

とは 理的ではない。そこで、コンピューターで

動的に と考えられる画 を 出し、さらにそ

れら画 を専 のオ レーターが ックして、

を するといったスクリー ン 業が

欠である。

　このような ータクレン ン スクリー ン

業は当社の保線技術者が行うよりも、専門の会社

で一 かつ集 的に実 することが効率性 ノウハ
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SUBWAY◎

ウの 積の からも いと考え、 ループ会社に線

設 タリン センター（以下、 タリン

センター）を2016年12月に設立した。設立当初は

名の 員であったが、現在20名規 になっている（

）。センシン 技術 通信技術等の進展によ

り、 ータ 体を取得することは以 に して 当

易になってきたが、I を実務に とし こ た

めには様々なノウハウの 積が 要である。

　また、この タリン センターでは、装置 体

の 視 保 も行っている。 業列車の 下は

以上に な環境であり、「 タリン 装置」の「

タリン 」が 要であったため、開発段階では

していなかった装置の 視装置を して、安

を図っている。

　 タリン センター設立時に、 装置の

視業務、 ータ 理業務、 ータ分 業務の

一体運用で タリン 技術・ノウハウの一 化

を図るというビ ンを いた。道 にも満たな

い であるが、 実に発展できるように取組 を

させている。

　 タ ター

ータ

　本 では、 タリン ータの分 要を べ

る。一 的に、I の実現プロセスは、 ータ取

得、 ータ 送、 ータ分 、 、

実行（アクシ ン）ということになる。I の本質

は、 ータ取得、 送にあるのではなく、 ータ分

結 を実務にフィー ックすることである。実

務にフィー ックするためには、 が きたの

か、 が きるのか、 をすれ いのかとい

う観 から分 するのが常 である。

　 （ ）

　 道 タリン ータは、 業列車に搭載

している装置で 理を行い、 急性がある場 はア

ラートメールとして当 設 を保 する保線技術セ

ンターに通知する。

　 道 タリン のスクリー ン に 急

性があると 断した場 は、 タリン センター

から保線技術センターに連 がいく。保線技術セン

ターでは、 の を 認して 要に て

置を行う。

　 （ ）

　 道 の 時 化から、 新 によって、

目安 の超 時期を 動 する 組 を 築

している。これにより、目安 を超 する 月日

を近い にランキン できる。また、急進的な 道

を える機 もある。

　 （ ）

　 道 ータから、大 の 機 である ル

プルタイタンパー（M ）の運用 画を 動

できる。

　 道 ータを基に、レール 結装置の100

ロットあたりの 率を 動 し、 を

す機 もある。

　 設技 者 はこの20年間で約130

しており、３ の である。 の10年間で新規

者 がいなけれ 約130 すると さ

れている。約100 度の新規 者が され

ているものの、30 から40 分の生産性向上が

められている（出 ：（一社）日本 設業連 会「技

者 足に対する考え方」）。

　保線業 においても 様の 向になると考えるの

が 当であり、生産性の向上は の である。

さらに、 ２日を 保することも新規 者を増

す観 からも重要であり、 工事の平 化 工

期の 、適 な 画の な が められる。

　生産性の向上は、 業 体の機 化 ロ ット化
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といった 業 と、 保全を高度化し、より効

的な 画を するといった 画 の両 から

のアプロー となる。

　このうち、 画 からのアプロー である 保

全を高度化するための「 」の一つが、線 設

タリン 装置とその ータ分 技術である。

　当社は50 線に装置を導入し、 長で約70 をカ

ーする であるが、この技術を く他社にも展

開したいと考えている。 したように、保線業

を取り く は 々 しさを増す。事業者各社が

ラ ラに新技術を導入するよりも、共 化するメ

リットの方が かに大きいからである。もちろん、

事業者ごとの ー をうまく取り ながら技術を

発展させるためには、 度上の工 が 要ではある

が、 なくとも装置の 視、 ータ 理、スク

リー ン といった ータを 集提供するプロセス

は、共通化すべきと考えている。そのために、

タリン センターで ンストップのサービスを提供

できるように を進めている。

　すでに、 の地下鉄事業者から問い わせを頂

いている。

ー

　 したとおり、 タリン ータはそのまま

では い難い。間 いなくここに ー があるはず

で、線 の を表す ータの 集と様々なアプリ

ーシ ンで えるように ータを える 業を一

化できれ 、まさに保線における一つのプラット

フ ームができたことを する。

　すでに一 設業では、（株） 製 所（コ ツ）

が、 ンプ シ ベルカーといった 設機 のセン

サー ータ した地 ータ等を い すい

に 理して提供するプラットフ ームを ってい

る。 ータを 要とする 設会社は、このプラット

フ ームを 用して、アプリ ーシ ンを って実

務に生かすという 掛けである。

　線 設 タリン 関 でも 様の 組 がで

きれ 、各事業者の ー を満たしながら、効率的

に保線の I 化を進めることができる。 ータを活

かしたアプリ ーシ ンの 成は、鉄道事業者以外

の会社の方が を っているうえ、事業者ごとに

アプリ ーシ ンで を行うかにも いがある。さ

らに、 ータ が増えることで、 用者全員でその

を 受できるため、プラットフ ームの 用性

は増す。

　私 ではあるものの、 タリン のプラット

フ ーム り 装置展開が、 で ータを集めて、

より い保線業務を一 に っていくようなスキー

ム りのキッカ にならないかと考えている。

り

　在来線 業列車に 装置を搭載して、線

を で 視する技術の実用化は、本 初である。

本 では、この タリン 技術の現 と展 につ

いて べた。

　当社に らず保線部門の生産性向上は、鉄道会社

にとって の である。さらに、列車 重を

受ける線 を保 理している保線部門が担って

いる は極めて重要であり、 なる品質向上が

められている。

　ここ 年のセンシン 技術 ータ 理技術、

いては 工知 技術の進展はかなり大きく、線 設

タリン の技術は生産性向上 品質向上に大

きく する 在力が 分にある。今後地下鉄事業

者関 とも連 していきたいと考えている。
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SUBWAY◎

　 では、高 鉄道４号線（以下「 リーンラ

イン」という。）を平成20年３月に日 間

（13 0 ）で開業し、おか さまで、今年10年を

えました。現在、１日あたり14 ４ （平成29年

度実 ）のお客様にご 用いただいており、

部の基 通を担っています。

　開業当所、60両（４両 15 成）で運行していま

したが、その後 送力の増 のため、 両（４両

２ 成）を増 する等、増え続ける 送 要に対

してきました。この開業10年の 目に、これまで 々

が取り組んできた 送力増 保 の改 、そして

来の展開について、 要を します。

　 0000 車

ー

　

　 リーンラインは、 港 区日 丁目の日

から港 ュータウンを て 区 一丁目

の に る13 0 （ 業キロ）の 線です。

、 を設けた 10 で、センター および

センター で ルーラインと 続しており、平

間 離は約1 4 です。全区間13 0 のうち、

トン ル区間が10 6 、明かり区間が2 4 です。

　平成 年 月に事業 許を取得し、平成13年１月

に 工しましたが、 設の最 に「 通

事業のあり方 員会」の により、 事業

の目 を、当初の3 002 から2 500 とするこ

とを 設の とされ、車両および地上 設を め

たあら るコストの に めました。このため、

車両は当初 両 成で 画されましたが、 要

を しめに し、開業時の 設は 両対 と

し、 築 上 および車両は４両 成としました。

車両 式は10000 とし、 りから、M 1、

M2、M5、M 6としており、 後２両ずつの２ ッ

トで組成されています。

　

　 リーンラインは、 リ ア地下鉄（以下「リ

アメトロ」という。）を 用しています。この方

式は、車上一 と れるリ ア ータ 動方式

であり、車上 にリ アイン クシ ン ータ（以

下「 IM」という。）を搭載し、地上 にリアクシ

ンプレート（以下「R 」という。）と するアル
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と 鉄で 成された 導体が 設されていま

す。この間の ・ 発力により 進 び 動を行

うため、 によらない 進方式の特性を活かし、

急 配を設 できる他、車両の を くして

化することにより、トン ル断 を して 設

を できる等のメリットがあり、現在、国内では、

都 ７ 線で運行されています。

　こうした特性を活かし、最大5 の 配があり、

川和町 を んだ 後約1 200 の区間にあります。

この様な 断線 のため、 道 における最 地

は、高田 の 高 23 6 、最高地 は都 れあ

いの 近の 高 53 5 で、高 は実に

77 1 にもなります。また、最高 度は、この方式

の鉄道では日本最 となる 0 で運転していま

す。

　 地下鉄

　開業後、乗車 員は 年度 に増 しており、

これに対 して 送力の増 を図ってきました。

　 車

　開業後、平成20年度からの年度 １日あたりの乗

車 を します。

　・平成20年度　　　 72

　・平成21年度　　　 93

　・平成22年度　　　104

　・平成23年度　　　109

　・平成24年度　　　116

　・平成25年度　　　126

　・平成26年度　　　129

　・平成27年度　　　136

　・平成2 年度　　　140

　・平成29年度　　　144

　車両

　 リーンラインは開業時、 ラッシュ時に在 15

成 12 成を 入し、運転間 を ルーラインと

４分20 間 としていましたが、こうしたお客

様の増 に い、 の イ 改正により 送力の増

を図っています。

　ア　平成22年４月１日

　　　在 15 成 、13 成を出 させ、３分50

間 とした増発を図りました。

　イ　平成26年３月29日

　　　車両２ 成の増 を行って ラッシュ時15

成を 入することにより、３分20 間 とし、

送力を12 5 増 しました。

　ウ　平成30年３月17日

　　　 度向上を行うことにより、15 成 入のま

ま運転間 を し、３分10 間 として、

送力を 5 6 増 させています。このため、

A O フトの 等を行っています。

　 0000 車

　平成26年３月に増 した車両は、製 を急 要

から、基本的 様は１ 車と 一ですが、設 から

年を していることから、 の改 を図ってい

ます。

　 　お客様サービスの向上

　　・行 表 のフルカラー化

　　・車内表 装置の タル化

　　・ 力の向上

　　・ に り の

　 　 リアフリーの 進

　　・ ア開 の新設

　　・ 識 の

　　・車いすス ースの拡大

　 　 ル 化

　　・ および 内 の 化

　 　災 への 化

　　・ 常はしごの改

　　・避難用ステップの設置（ 車の ）
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SUBWAY◎

　 0000 車

車両

　

　10000 の 装置は、M5車の第２ 車に搭載し、

車 に取り けたノ ルにより、４つの車輪のフ

ラン 部に する としています。

しかし、運行開始後、 した が 行時の

等により 散してしまい、フラン に 分乗らず、

車の他の部 に してしまう が生 まし

た。

　このため、 を 証の上、 の改 を行ってい

ます。

　・ を 度の高いものへ

　・ 置を地 からカー センサによる

へ り え

　・進行方向と 線の向きにより 後 の き分

け機 を

　これらの改 により、所 置での効率的な き

分けができ、 の 散も大きく改 できました。

また、フラン 部の が改 されたことにより

も し、車輪 正 も しました。

　また、当初は３つの 成に搭載していましたが、

搭載車両の入場時等にも適正に とするた

め、１ 成に 設置しました。

　

　 ー

　車両の電気 レーキは、 生 レーキを 用して

いますが、 効時 時に空気 レーキを立ち上

るため、その 性を上 るべく、 車 を

設けた他に、電 時には初 め を入れていました。

　しかし運行開始後、ライ ン の は多く、

１ キロ当たりの は1 44 にもなってお

り、他都 のリ ア地下鉄車両と べても多いこと

が分かりました。さらに、 成 の初 め とライ

ン の を したところ、この間に明らか

な 関関 があることも 明しました。

　そこで、安全性を担保しつつ、電 力を上 て初

め をカットしたところ、ライ ン の は、

１ キロ当たり0 44 に大きく しました。ま

た、 生電力も向上し、年間約50 し、

行電力 で約3 3 となっています。　

　 り

　車両の基礎 レーキは、 ィスク レーキを 用

しています。このため、車輪 の信号 度を

保つために 車両の全ての に を設け

ていました。

　しかしながら、この による車輪の は く、

は、取り けの 無で年間2 5 の が

あります。この改 として、信号への を 認し

つつ、 を いた り３ の を 取外

を行いました。

　

　リ アメトロは、車上 の IM び地上 のR

との間に設 された一 の IM ップを し

て運行しています。車両 の IMは、 期 時

に高さを し、所 の公 に 理している他、本
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線上の地上部に を設けて、異常がある場 に

警 を出力しています。一方、地上 のR は 期

的に高さを している他、一部の車両の IMに

近 センサーを設置し、 一 き上がりが生 て

近を 知した場 に警 を出力しています。これら

により、間 を適正に 理して安全に運行していま

す。

　しかしながら、実際に車両が 行する場 は、こ

の両者の間に大きな 力が発生するため、 に

より近 することが知られています。また、 IMは、

車 に 後に両 のごとく られその下部に導

体が かれている のため、通電による発 に

よって 張し、下に の で かに することも

認されています。このため、こうした におけ

る IM ップを し、 時 化も めて

していくことは、安全運行に大きく するものであ

ります。

　そこで、この をキロ に って 体的に し、

R の保 理に活用するため、車両の IMにこの

装置を搭載しました。この装置は、 IMの

部に ２組のレー ー光によりR までの 離を

し、 動的に するものであり、これにより、

業運転を行う車両において、 IMの 力によ

る動的な IM ップを することができます。

現在、この ータを日々取得し、 積 であり、今

後の保 に活用いきます。

　

　 車

　トン ル断 が さく、保 員の 避ス ース

が い リーンラインでは、線 内の保 業を

間 業外に実 しています。

　一方、地上の明かり区間では、視認性が い日

業に 性があるため、 員の安全性 保を目的

とした 助的な設 として、 ルーラインに導入し

ていた「無線 置式の列車 近警 装置」を導入し、

避ス ースの い明かり区間における保 業を

日 に行っています。

　導入した列車 近警 装置の機 成は、以下の

４つから 成され、平成25年４月から運用を開始し

ています。

　 　 道 送装置

　　　 装置から列車在線 を受信し、

主 に警 出力する。

　 　主

　　　警 を入力・ 集・ し、送信 を

び出し、警 発 を行う。

　 　送信

　　　主 の により列車 近警 を無　線

送信する。

　 　受信機

　　　最 りの送信 から電波を受け、システムの

正常を周知させる信号音の受信、列車 近を知

らせる警 メッセー を音 で知らせる。

　 （ 車 ）

　 成

　 通 では、 リーンラインで初めて 空

電車線方式を導入したため、 設時はもとより、開

業後の 理のスキルを早急に に ける 要が

ありました。

　このため、電車線の保 の技術を 得させるため、

開業 から 年 名、外部の 機関で を実
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し、 空電車線の保 技術の 得に取り組んできま

した。現在も の い 員を 心に、 を受

させています。

　また、日常的にも保 技術を ・向上させる

要があるため、川和車両基地内の 線を、より実

的なものとして拡充させることとしました。車両

基地内のシンプルカテナリ電車線だけでなく、本線

に設 されているテンシ ン ランサー（S B）

き電線、 動 ラ ットな の を設け、よ

り本線に近い電車線設 を 現し、平成27年３月に

成しました。

　 期 の か、実車両を 線させて行う異

常時 にも活用し、 が一の異常時対 を

めた 成に取り組んでいます。

　 （ 車両 地）

　 り スタ

　 通 のお客様 際として している「はま

りんフ スタ」ですが、開業から３年７か月後の平

成23年10月に川和車両基地でスタートしました。そ

の後、上 、新 の両車両基地を めたいずれか

を会場として 年度開 しており、今年度も11月10

日（ ）に川和車両基地で開 します。

　 0 年

　平成30年３月30日に開業から10年となることを

念し、式 の開 をは めとして、車両基地の公開

イベント、 電を ーフとしたラッピン 車両

ッ ークの 出、 念 の発行な 、10周年

にちなんだ 10の事業を実 しました。このうち、

ラッピン 車両は、４年間運行しますので、ご乗車

いただけれ いです。

　 0000 車両

　リ アメトロは、 の IM ップを し

て運行しています。この ップは、 さい

電力を できますが、車上・地上 方の保 公

安全 等を考慮すると12 が 度とされ、当

も めて各事業者ともこの で 設、運行され

ています。

　この ップを めることが出来れ 、 ータの

力率 び効率を上 ることができ、 電力を図るこ

とができますが、 のとおり、この間 は安全運

行に大きく るため、「安全」と「 電力」の

が避けられない であります。

　このため、 に向けては、あら る

性を 証して を 避し、適正に 理できる

最 の を実証する 要があります。現在、地下

鉄 会様のご 力 ご助 をいただきながら、様々

な ータを基に を行っているところですが、

も なくありません。

両 成

　開業後、 年 に増 し続ける乗車 員に対

し、車両増 等により増発を行って 送力の増 を

重 てきましたが、４両 成のままではこれ以上の

増 も 難な となっています。さらに、この

も乗車されるお客様の びが期 されることから、

平成30年度より 両 成化に向けて 手していま

す。

　現在、基本設 等を進めておりますが、今後、平
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成32年度から 33年度にかけて ホーム部 車両基

地 置線の 両長対 の 工事 の増築等

を行います。 については、ホーム の増設 築

上 の拡張を 工し、車両基地内は、 置線の

両長への 長と を 両長へ増築します。

　この後、平成34年度から 36年度にかけて車両を

両 成化する です。現在４両 成である

M2車とM5車の間に、 間車２両を で増結

し、在 17 成 、10 成を 両化します。これに

より 送力は、約2 増 される です。

り

　開業から10年の 目として、この間の取組と今後

の展開について させていただきました。 しい

の で開業した リーンラインではあります

が、 年 実なお客様の びに えられ今日を え

ました。

　 の 通は、来る平成33年には100周年

を えます。今後も リーンラインが多くのお客様

に快適にご 用いただき、 しまれることを期 し、

安全運行に めていく所 です。

　最後になりましたが、 リーンラインの 設、開

業後の車両、 設の保全、そして日々の安全運行に

関しまして、ご 導、ご 力をいただいた 庁、

関 体、工事関 者、製 メーカ、保 受 業者、

その他関 各 の 様に、 を りまして く

を し上 る 第です。
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　東京地下鉄株式会社（以下、東京メトロ）は、現

在 線を運 しており、 業キロ195 1 、

は179 となっています。また、１日742 （2017

年度実 ）のお客様にご 用いただく公共 通機関

として、 送の安全の 保に よりも して取り

組 とともに、お客様の視 に立ったサービスの充

実に日々 めております。本 では、 の大規 改

設 を 進し、安全対 と 和、

性の向上を目的として取り組んでいる「ホーム ア

の 」「 送サービスの改 」について します。

ー

　すべてのお客様に安心してご 用いただけるよ

う、ホームからの転 列車との 事 を

するため全 へのホーム ア を進めていま

す。2024年度までに１日10 以上のお客様がご

用になる対 1 への を させ、2025年度ま

でに全179 にホーム アを することを目 し

ます。

　201 年10月 日現在でホーム アの は179

109 となっています。（ 率61 ）

　各 線のホーム ア 画を するにあた

り、 線または の による多くの に取り

特 集 Ⅲ
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線名 年度 ホーム ア 様

線
全

（大規 改 工事を
行っている

を く）

ハーフ
ハイトタイプ

日 線
2022年度

ハーフ
ハイトタイプ

東西線
2025年度

ハーフ
ハイトタイプ

（ アタイプは通常
び大開 ）

代田線
2019年度

ハーフ
ハイトタイプ

門線
2023年度

ハーフ
ハイトタイプ

（ アタイプは通常
び大開 ）

大規 改 工事等により 年度を することが
あります。
ノ内線、 楽町線、 都心線、 線は 。

ー タ （ ）

鉄株式会社　鉄道 　鉄道 　

　

033-特集Ⅲ.indd   33 2018/11/14   13:50:55



3

組んできました。特に東西線においては、 通

運転を行っているJR東日本と東 高 鉄道とあわ

せて の車両 様が 在するため、 ア び

ア間 が異なります。運行 イ 等、安 的な運

用を考慮した結 、開 を く 保し、 通

運転各社の異なる 様の アサイ を できる新

（大開 ）ホーム アを開発し、設置に りまし

た。

（ ） ー （ ）

ー ス

　 内 駅 ー

　本工事では、現在３両 成対 ホームとなってい

る方 町 のホーム 部を し、 両 成対

ホームに改 します。これにより、本線列車の 通

運転を とし、 上 での乗 時間の 和を

図ります。あわせて、 リアフリー対 設 を

行います。

駅

駅

　 駅 ー

　 では、 から 間の３両 成の

区間列車による本線平 と、 方

からのお客様が本線列車に乗り える際に、本線列

車後方車両へ乗車が集 することによる と列車

が発生しています。また、JR常 行線方

ホームから 方 ホームへ階段を するため、

大きな乗り え が発生し、お客様にご をお

かけしています。

　それらを改 するために、 ホームを３両

成対 から10両 成対 に し、本線列車を一

部 へ 通させることで平 の と

和、乗り え 性の向上を図ります。あわ

せて、 の リアフリー対 設 の充実と出

入 新設も せて実 します。

駅 内

例２）北綾瀬駅へ行くため綾瀬駅で乗換する場合
　階段を介しての乗換となり、乗換抵抗が大きい。

例１）北綾瀬駅から北千住方面へ行く場合
　本線列車へ乗換える利用者の駆込み乗車が
発生する。

駅 ー

駅（ ー ）
  

　 駅 ー

　 町 については、ホーム上の 和に え、

西 橋 方 から 積した の び都心方へ

の 拡大の 等を目的としたホーム拡 な の

改 工事を行い、 したホームの安全対 に取り

組んでいます。

　本工事では、 の１ ２線の ホームに対して、
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方 行の線 のさらに外 へホームと線 を新

設し、２ ３線化とします。これにより、ラッシュ

時間 においては、 行列車が 車 に本来 手

で信号 ちをしていた列車を、 町 に進入す

ることが となり、ホームを行 に分けること

で、ホーム上の 和 安全性の向上も図ること

ができます。あわせて、 設の配置 レベー

ター・ スカレーターの増設な の改 を行い、お

客様の 性向上を図ります。

　また、 線のお客さまに東京メトロに しんでい

ただけるよう、 丁目公 内に工事インフ

メーシ ンセンター「メトロ・スナ カ」を設置し、

オラ シアター 鉄道 の展 等により、工事

び 成後の 町 を しています。

駅 （ ）

西葛西

西葛西

 　 駅 下駅 り

　東西線での運行本 を増 させるために、以下の

で り し設 の設置区間の を進めてきま

した。

　　 　 送 の多い区間を えた大手町以西の区

間であること

　　 　線 上 し設 の が である

こと

　　 　 周 地上の 用地 が れている

こと

　以上を まえて した結 、飯田橋 段下

間の 上 線の本線化と 段下 方の分 の配

置を えることで し設 が となりまし

た。

　 し設 成後は、 が され、

し列車と後続列車の 時運行ができ、 来の列車増

発が となります。 ラッシュのピーク時間あた

りの列車本 を現 27本から30本に増 することに

より、 車1 0 以内を んでいます。

B

 　 ー ー

　 き方改 の とつとして2017年度から東京都が

通 ラッシュ 避のために通 時間をずらす取組

である快適通 ムー メント「 の時 Bi 」を

実 しており、その期間（201 年７月 日 月10

日）に わせて、東京メトロでもお客様にオフピー

ク時間 でのご 用を す に取り組 ました。

成ポスター

　 時列車の運転について

　平日 ラッシュ時間 の 和を目的とした早

時間 の 時列車（「時 Bi トレイン」「時

Bi ライナー」）の運転を、東西線・日 線 び

東急電鉄と 力しながら 門線・ 都心線で運行

を行いました。（201 年７月 日 13日・17日 20

日の 日間）

0 年度 B 車
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 　 ー

駅 ー

　2017年 月から「東西線早 きキ ン ーン」を

実 してきました。

　また、オフピーク通 （通 ）の 進に え、ホー

ム階から改 階に向かうお客様の 動の分散化を目

的とした「とよすプロ クト」を201 年４月２日

から時 Bi 期間に わせ 月10日までの平日に実

しました。１日あたり約4 600 のお客様にご参

いただき、 和対 については、当 時間

に豊 で 車されるお客様のうち、約２ のお客

様が 時間 の 後にピークシフトし、 動の分

散化についても 的空いている階段 び スカ

レーターの 用が10 増 するな 、いずれも一

の効 が得られました。今後については、効 の

証を行い、キ ン ーンの し 対 の拡大等

を していきます。

ー

（ 0日 ）

 　

　お客様の分散乗車を 進する目的として、201 年

３月から東京メトロアプリ内の「列車 行 置」

び時 表において、平日の全時間 、全 線の列車

（ 列車 び 代田線 間を く）の

度 を提供しています。また、 内 設に

おける 活 の実 、 ークライフ ランスに

対 したサテライトオフィスサービスを実 してい

ます。今後も東京メトロは、お客様に通 時間を快

適に ごしていただけるよう、積極的に各 に

取り組んでまいります。

（ ）

（ ー ）

ス ー ス
（ ）

り

　東京メトロでは、 期 画「東京メトロプラ

ン201 安心の提供 と 成長への 」に

おいて、安心 安全 サービス という のもと、

すべてのお客様に東京メトロを「安心」してご 用

いただくために、積極的に様々な を実現してま

いります。今後もた なき「安全」の と、お

客様視 に立った質の高い「サービス」の提供を目

し、より一 力してまいります。
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　東 ループは、運 事業、レ ー事業、 動

産事業、 通事業、その他事業の つのセ メント

で、多 的、 的に事業を展開しており、活力に

富んだ らし すく れたい東 線の実現、地

社会とともに 続的に発展し、企業の社会的 を

たすことを 方 としている。

　 ループの 企業となる東 鉄道の 線 は、

東京、 、 、 、 の１都４ に がり、

鉄においては２番目の 離となる463 3 の 線

を しており、一日平 で約252 のお客さまに

ご 用いただいている。

　1 97（明 30）年の設立から120年を超える当社

の を したい。

　当社は、当時のわが国の代表的な 出産業であっ

た、 産業が集 していた両 地 と東京を結

ことを目的として、1 95（明 2 ）年、川 八

門ら東京・ の実業 12 によって発 され、

1 97（明 30）年11月１日に設立された。

　その後、1 99（明 32）年、 気機関車12両、客

車36両、 車50両により、 久 間39 9 の

業

歴史シリーズ「鉄道開業100年の歴史を超えて」

報
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離で一日７ の運転を開始した。

　1903（明 36）年までに 橋（現とう

き うスカイツリー）と久 川 （ 川 ）

を開業。さらに 川の 橋が したことにより

1907（明 40）年に川 足 町（現足 ）が開

業。1910（明 43）年には 橋 間を全通

させた。また、1920（大正 ）年には設立時 から

当社と な関 にあった東上鉄道を し、東上

線が第一歩を 出すな 、 線の拡大を進めて

いった。

　昭和に入ると、1929（昭和４）年に （現東

動 公 ）から東 日光までの新線を全線 線電化

により一 に 成させ、当社の 願であった観光地

「日光」への乗り入れが実現した。日光線では開通

当初から急行列車を運転していたが、1935（昭和

10）年には ハ10 による特急列車の運転を開始し

ている。1931（昭和 ）年には、 門（現 ）

へ するとともに、 が入 し、関東初

の パートを するター ナルビル（ 東 ビル）

が 成、 時に地下鉄 線を した都心方 の

ルートも 立された。

　1943（昭和1 ）年には下 電気鉄道（現 川線）

を し、 川までの観光 線が 生した か、

翌1944（昭和19）年には 時 により 鉄道（現

東 アー ンパークライン）との を て、現在

の東 鉄道の 線 が 立された。

　東 鉄道の 気機関車（S ）の は、1 99（明

32）年の開業に え、イ リスから 入した12両

の車両から始まっている。当初は と旅客の両方

を 送していたが、1924（大正13）年の電化開始後

は、主に 送を担うようになった。その後、昭

和30年代初めから始まった 送の電化 画によ

り1966（昭和41）年 月をもって当社におけるすべ

てのS 運行が した。 までの67年間に 5両

が在 し、車両 とその の多さから当社は「

気 国」と れたこともあり、1946 47（昭和21

22）年には最多の60両が活 していた。

車（ ）

 鉄
ー

　昭和30年代に入り、わが国 の急 な成長に

わせて当社 線においても都 化が進展し、他社

線との 通運転による鉄道 ット ークの拡充

を積極的に行った。

　1962（昭和37）年の 線と （現 東京メ

トロ）日 線との 通運転を りに、19 6

（昭和61）年に 川線と 鉄道（1990年には会

津鉄道会津田 まで）が、19 7（昭和62）年には東

上線と （現 東京メトロ） 楽町線が、2003（平

成15）年には 線・日光線と （現 東京メ

トロ） 門線・東急田 都 線が、200 （平成

20）年には東上線と東京メトロ 都心線が 通

運転を開始しており（ 都心線はその後2013年に東

急東 線・ 高 なと らい線とも 通運

転開始）鉄道 ット ークの 化充実を図った。ま

たJR東日本とは特急の 通運転を2006（平成

1 ）年より実 している。

車（ 駅）

歴史シリーズ「鉄道開業100年の歴史を超えて」
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鉄

　鉄道 ット ークの拡充以外にも東京 の

張に対 すべく、関東 鉄初の 々線化工事を進め、

1974（昭和49）年に ノ 間が 成した。

々線化工事はその後19 （昭和63）年に ノ

間、1997（平成 ）年に 間、2001（平

成13）年の 間の高 々線化工事が

し、1967（昭和42）年から長きにわたり続けてき

た 間1 9 の 々線工事が全て

した。

（ 　 成）

S

　当社では2017（平成29）年４月に発表した「東

ループ 期 画2017 2020」における成長

の で、日光・ 川 リアを重 リアの一つ

に 置 けた。 リアが つ い ・ 化・

・そして手つかずの という、 的にも

な テンシ ルを活かし、通年 ・ 在 リ ー

トとしての地 を 立することを目 している。こ

れらの実現に向けて、 年４月21日から新 特急「リ

ティ」を導入するな 、様々な を進めている。

S

　その で、鉄道会社ならではの地 活性化 と

して 鉄道産業 化 産の保 と活用、 日光・

川 リアの活性化、 東 の一助の３つ

を目的に、 年 月10日に約 りにS 活

運転を 川線にて実 した。（S 大 ）

　本プロ クトは、S の全 から約 が

していた東 ループ単 での成 は難しく、プ

ロ クトの主 にご いただいた全国の鉄道会

社に車両・ 設 成な ハー ・ フト両

において、ご ・ご 力いただくことで実現する

ことができた。

　またこのS 活運転に わせて 川線を「観

光 線」と 置 け、地 と一体となった「S の

るまち くり」の実現に向けた様々な取り組 を

進めている。その でS 大 を活用した日光 の

観光 につながる取り組 を「いっし にロコ

ーシ ン」と名 けた。今後も日光 に 方々、

く方々すべてが主体となって に理 ・ 力・

発し う環境を 、「いっし にロコ ーシ

ン」の輪を ていくことで、日光 の観光 に

つな ていく。

　2017年 月10日から運行を開始したS 大 は多

くのお客さまからご 顧いただき、201 年７月14日

にご乗車10 を達成した。

S 車 0 成

歴史シリーズ「鉄道開業100年の歴史を超えて」
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鉄 ー

　当社では、 と久 を鉄道でつないで以来、

と 、 と 、鉄道 ット ークを生かした

通運転な 、たくさんの「つな 」を実 しなが

ら、 線の発展に めてきた。 き続きつ の100

年に向けても、「つな 」を大 にし、地 ととも

にさらなる発展を目 していきたい。

　そして 性 快適性、 達性の向上に える

送改 を図るとともに、機 集積が進 リア

につながる鉄道 ット ークの 性をさらに

化・活用し、 線の 向上と ・ 入

を図り、私鉄 O １の通 環境、観光 送を目

していく。

歴史シリーズ「鉄道開業100年の歴史を超えて」

開　業　時
（西 1 99年 月27日）

現　　在
（西 201 年３月31日）

業キロ 39 9キロ 463 3キロ

線 １ 線 12 線

客車保 36両 1 916両

旅客 送 員
1 99（明 32）年度

400
2017（平成29）年度

920 4 2

（ 3 年 日） 日 （ 年 0 日）

037-歴史シリーズ.indd   40 2018/11/14   20:11:16



都営地下鉄大江戸線の歴史を辿る

東京都交通局 建設工務部長　野崎　誠貴

リニアメトロ歴史シリーズ　第３回

１．はじめに
　都 地下鉄は大 線 か３線を 業し、2017年

度は１日平 約275 のお客様にご 用いただい

ている。４線を わせた 業 長は109 0 であり、

このうち大 線は放 部と環 部からなる 線

長40 7 、乗車 員は１日約96 の 線である。

全3 のうち26 で他 線と 続し、都心部の鉄道

ット ークを 化する 線として極めて 性の

高い 線となっている。

　1991年に 光が 間が開業し、全線開業は

2000年12月である。

２． 都市高速鉄道計画における計画
化の経緯

　大 線は地下鉄12号線として、1972年に都

通 会から「東京 高 鉄道 画」におい

て された13 線のうちの１ 線で、放 部、環

部からなる「 の 」をした 線である。

　東京都は 後の1972年10月に 許を し、

1974年 月に運 大 から 許を取得した。しかし、

このとき第一 オイルシ ックに われ、社会

の により東京都の が極めて しい

となるとともに、 産業の集 が 化 向と

なり、大 線の 設は一時 わせとなった。

　197 年、東京都知事の 問機関である東京都 通

問 対 会 は、大 線について「 度 通 要

の を行い、 線立地、 通機関の 、 性、

助 度な を のうえ 設されるべきである」

との提 を行った。一方、 ラントハイツ 地（現

在の光が 公 周 ）における大規 地 設

に う公共 通機関 の 要性が高まり、19 2年

の東京都の長期 画において、大 線放 部の

が 置 けられた。

　東京都は 送 要に った適正規 の規格と

する、 新技術の導入を図る、 設 、運 の

に める、を基本方 として 送 要 びルー

トの を行った。その結 、大 線は 乗

り入れをしない 立の 線であることから、 の

規格・規 の地下鉄とすることを 提に、 車両の

化（20 、10両 成から16 5 、 両 成に

）、 トン ル断 の 、 な 設の

化、を図ることとした。

　この結 、19 4年に改めて認 を行い19 6年、

光が 間3 の 設に 手した。

３． 大江戸線環状部建設計画とリニ
ア方式の採用

　大 線環 部は 長が約29 と規 が大きく、

の 用を 要とされるな 上の問 から、

画が一時保 されていた。しかし、 が国の急

な国際化とそれに う東京の発展を えるため、

19 5年に運 会は ７号で、 都 の業

務機 の分散、放 線 の連 な に する

ため、環 方向の 線設 が重要であるとして大

線環 部の 設が 度 された。

　これを受けて東京都は19 6年４月、 識 者な
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から 成される「東京都地下鉄 設・ 会」

を設置し、 設 進を図るための 方 について専

門的な 地から を行った。

　 会は 結 として、以下の を行った。

トン ルと 車両の 用、 急こう配、急

線でも運行 なリ ア ーター車両の 用、

A O車両による ン ン運転の導入、 環 部全

線 時 工、 時開業、 環 部の 設主体は第

セクター、な である。

　この を受け、19 7年には都知事を本部長とす

る「地下鉄12号線 設 進本部」が設置された。こ

の 進本部において、 環 部ルートおよび 置

の 、 1991年度工事 手、 達、要員

保、効率的かつ な 行体 の のため、東京

都が主体となった第 セクターの設立、な を

し、19 年７月に「東京都地下鉄 設株式会社」が

設立された。地下鉄 設 は、19 9年 月、環 部

の第 鉄道事業 許を受け、1992年２月、まず

場車 の工事から 設に 手した。

　一方、大 線車両の 動方式については、放

部の 許時は従来 の 転 ーター 動車両を

化したものであったが、 通 は「リ ア ーター

方式電車 員会」を設置し、システム等の ・

を進めるとともに、 通 車場において

リ ア ーター車両の 認 を行った。当時、す

でに地下鉄 会ではリ ア ーター 動 地下鉄

が 分に実用に供しうることを 認しており、19

年12月、地下鉄12号線 設 進本部は、地下鉄12号

線車両 動方式をリ ア ーター方式とすることを

した。

４．建設工事
　 本

　大 線は、 通 要に った適正規 を

することにより、車両とずい道を 線 に

化した。 についても、機 を 分考えたうえで、

設 、運 の を図るため しく規 を

している。

　乗 場 効 長は、16 5 車 両 成、列車長

132 に対 できる長さとして137 としている。こ

れは新 線（210 ）の約2 3であり、 の 断

を 断 で た場 約20 されている。

　以上のような しい 約 の で、旅客の安全

性、 性、快適性を高め、地 社会に 和した効

率的な とするため、以下に す基本方 によって

実 画を した。 改 を一か所に集約し、

務 も一 にし、運 の効率化を図る、 出入

は か所とする、 スカレータの充実およ

び レベータ、 がい者用トイレの設置により、

リアフリー化を図る、な である。

　

　 したとおり、放 部（光が 新 間約14 ）

は19 6年に 設工事に 手した。

　まず光が 間約3 が1991年12月に開業

した。また、放 部の り新 間約9 1 は

1990年 月に工事 手し、1997年12月に開業した。

　

　環 部の 設は、早期に 工し 期間に全線 時

開業を図るため、東京都 通 で 工した放

部とは異なり、 通 を主体に国、日本鉄道 設公

（当時）な の 員で 成される東京都地下鉄

設 により 工された。

　環 部の開業は、当初、1997年を目 していたが、

他の鉄道との が41か所、 田川をは めとする

川との が10か所な 、 工事等に多大な時

間と工事 を要したことな から、開業を せ

るを得なかった。

　19 9年 月に第 鉄道事業 許を取得し、1992

年に環 部全工区の工事 手、2000年12月に全線開

業した。

　車
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　大 線には、放 部の 業に対 する車 とし

て、まず高 車 を 設し、環 部の 設に わせ

て都立 場公 下に 場車 を 設した。 ちら

の車 も地下２ で、用地 、 設コスト、工

期、車両運用の効率性な を 案して 画・ し

たものである。また、 ちらも車両の 置、 車お

よび保 理用の 業車の 置機 を つが、 車

機 は地下車 であるため、 災上の規 から

車両の 、 装、車輪転 な の 易な 車の

を行う車 となっている。なお、 車 のために、

後 するように 間が 線を して 線

の 車両基地に車両を 送し全 ・重要部

を実 している。

５．開業後に生じた問題とその対応
　

　大 線開業後、急 線部におけるレールの波

による騒音の発生、乗り心地の 化が と

なった。 通 では 内に 員会を設けるとと

もに、1994年から２年間に って運 通安全公

所（当時）に を した。また日本

地下鉄 会においても波 の 員会が られ、

共 して が進められた。この結 、上下 動の

の か、レール波 として車輪

の改 とレール の設置が行われた。

　また、2005年にはス ノインターナシ ナル社製

の16 式レール 正車を導入し、騒音 動対 と

レールの 化に めている。

　

　 場と高 の車 で行うことのできない全

・重要部 を 線の 車両工場で行うため、

から分 して 間の 線に 続する連

線を 設した。

　 連 線は 長約440 の単線トン ルで、大

線全線開業後の2002年に工事に 手し2006年３

月に供用を開始した。

　このことにより、開業後初 の全 に間に

わせることができた。なお、 線にはリアクシ

ンプレートがないため。大 線車両の 送はけん

用特 機関車で行っている。

　 駅

　 き は、2000年12月の開業以 、 周 の大

規 開発に い乗 客が大 に増 した。開業時の

は一日当たり３ ２ であったが、2017年度

は一日平 10 ２ と約３ になっている。

き は2020年東京大会時には 手 の最 り とな

ること 、 周 では開発事業が続くことから、

の大規 改 工事に 手した。

　 体的には１ ２線のホームを１ 増設し２ ２

線とすることを基本に、道 のアン ーパス 画で

分されているコンコースを一体化し、さらに階段

出入 を増設することによって を 本的に

するものである。工事は2011年に 手し、2019年の増

設ホームの供用、2020年の工事 を目 している。

６．大江戸線のこれから
　大 線は2017年度で95 のお客様にご

用いただいている。今後も 海部を 心に都 開発

が進 ことから、乗 客 は増 が まれている。

このため、201 年度までに３ 成を増 し 送 要

に えることとしている。

　また、2016年の 通 会 で 置 けら

れている光が から大 町方 への につい

ても を進めている。

　この か、2020年東京大会に向けて会場最 で

の レベータ トイレの改 な も進めてお

り、より一 信頼され される都 通を目 し、

大 線がさらに 活用されるよう全力で取り組ん

でいく。

　なお、本 は「大 線 設 」（大 線

設 員会 ）に った。
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「写真で見る
地下鉄今昔展」
～昭和30～40年代・
東京の街並みを中心に～
　　　　　　　　（１）

地下博シリーズ

公益財団法人メトロ文化財団・地下鉄博物館副館長　足立勝男

【銀座線】

　浅草駅開業当時から言問橋の西詰付近に神社風の社を模した上屋です。
　右後ろに見えるビルは地下鉄浅草駅ビルで当時は地下鉄ストアとして日用品や雑貨、食堂等を営業していまし
た。

【撮影：2018年（平成30）】【撮影：1929年（昭和４）】

浅草駅（浅草駅４番出入り口）

　浅草通り稲荷町交差点、都電の右に見える上屋は地下鉄稲荷町駅の浅草方面行きの出入口です。

【撮影：2014年（平成26）】【撮影：1967年（昭和42）】

稲荷町駅（稲荷町交差点）

　中央通り日本橋交差点、後ろに見えるビルは白木屋デパートで後に東急百貨店日本橋店と店名を変えました。
現在は日本橋地区の再開発でコレド日本橋として新たに商業テナントビルになり、周辺も再開が行われています。

【撮影：2011年（平成23）】【撮影：1966年（昭和41）】

日本橋駅（日本橋交差点）

渋谷駅（渋谷駅前交差点）

　渋谷駅交差点、忠犬ハチ公銅像前付近からセンター街・西武百貨店方面を写しており、昔も今も若者の街とし
て栄えてきた渋谷です。

【撮影：1975年（昭和50）】 【撮影：2012年（平成24）】

虎ノ門駅（虎ノ門駅１番出入り口）

　外堀通りに面した銀座線虎ノ門駅の１番出入口上屋です。左脇にあるバス停は虎の門と標記している。現在１
番出入り口は、道路脇のビルにあり歩道が広々しています。

【撮影：1964年（昭和39）】 【撮影：2012年（平成24）】

　国鉄（現 JR）上野駅前にある旧営団地下鉄本社ビル（現：東京地下鉄）から俯瞰撮影した風景です。真下に
は昭和通りを都電が走り、左後方の中央通りにも都電が走っています。

【撮影：2011年（平成23）】【撮影：1957年（昭和32）】

上野駅（上野駅前）

銀座駅（銀座四丁目交差点）

　1934年３月３日、東京地下鉄道は銀座駅まで開業、銀座四丁目交差点の上屋には開通記念の装飾をして開通
を祝っています。

【撮影：1934年（昭和９）】

【撮影：2011年（平成23）】

044-歴史グラビア1.indd   44 2018/11/14   午後 3:17:42



SUBWAY◎歴史グラビア 45

淡路町駅（淡路町交差点）

　淡路町交差点近くの靖国通り歩道橋から西方向の神保町方面を写しています。

【撮影：1973年（昭和48）】 【撮影：2012年（平成24）】

　丸ノ内線は地面より比較的浅い場所に地下鉄が通っているため、後楽園付近は地上区間を通ってます。ドーム
型の屋根に大きく地下鉄と表示していました。現在は駅ビルメトロエム後楽園と駅ナカタウンになりました。

【撮影：2014年（平成26）】【撮影：1961年（昭和36）】

後楽園駅（後楽園駅駅前）

新宿三丁目駅（新宿三丁目交差点）

　明治通りと新宿通りの交差点西方面の新宿通り新宿駅を見ています。

【撮影：1970年（昭和45）】 【撮影：2012年（平成24）】

荻窪駅（荻窪駅北口広場）

　地下鉄荻窪駅は、1962年１月に開業しました。この写真は、同年９月に荻窪駅地下連絡通路完成後の荻窪駅
北口広場の風景です。荻窪駅開業当時、池袋駅から新宿駅間までを丸ノ内線、新宿駅から荻窪駅・方南町駅間を
荻窪線と区別していましたが、1972年から丸ノ内線と線名を統一しました。

【撮影：1962年（昭和37）】 【撮影：2014年（平成26）】

【丸ノ内線】

　新宿、渋谷と並ぶ大ターミナル駅の池袋、東口は西武線、西口には東武線があり両線に挟まれた形で国鉄山手線、
地下に地下鉄丸ノ内線の駅がある。写真は東口の丸物デハートで後に大規模な駅ビルとなった西武百貨店です。

【撮影：2012年（平成24）】【撮影：1960年（昭和35）】

池袋駅（池袋駅東口交差点）

　文京区側から神田川に架かる丸ノ内線の鉄橋を渡りトンネルに入る 500形電車、後ろに見える駅は国鉄御茶
ノ水駅です。

【撮影：1965年（昭和40）】 【撮影：2011年（平成23）】

御茶ノ水駅（神田川と国鉄御茶ノ水駅）

【撮影：1966年（昭和41）】 【撮影：2012年（平成24）】

東京駅（東京駅丸の内北口前）

　晴海通り数寄屋橋交差点下に丸ノ内線西銀座駅がありました。1964年（昭和 39）８月 29日日比谷線全線
開通して、銀座総合駅が誕生しました。

【撮影：1960年（昭和35）】 【撮影：2011年（平成23）】

西銀座駅（数寄屋橋交差点（西銀座駅））

　旧国鉄本社前から東京駅丸ノ内北口を見ています。現在は駅舎の修復工事が終り、美しい駅舎となりました。
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南千住駅（南千住駅ホーム）

　高架の中目黒行きホームから北東方向を見ています。15Lの出発信号機は北千住方に電車が発車するときの信
号機です。眼下は国鉄隅田川貨物駅構内で下が貨車区、中央が資材センターの建物、右側がセメントのサイロで
す。現在は、再開発が進み高層住宅が立ち並び新しい街と変貌しています。

【撮影:1969年（昭和44）】 【撮影：2012年（平成24）】

　駅真上には歌舞伎の殿堂、歌舞伎座があります。撮影した日は歌舞伎の演目でなく、吉例三波夫春特別公演と
大きな懸垂幕が出ています。

【撮影：2013年（平成25）】【撮影：1964年（昭和39）】

東銀座駅（歌舞伎座（東銀座駅））

　１年後の日比谷線全線開通を目指して、日比谷駅付近の地下鉄工事が真っ盛りで、仮囲い沿いに歩いている人
が「日比谷公園付近完成図」の大きな看板を見て地下鉄工事の完成に期待をよせている様子です。

【撮影：2011年（平成23）】【撮影：1963年（昭和38）】

日比谷駅（日比谷駅工事案内看板）

恵比寿駅（恵比寿駅前通り）

　日比谷線工事がはじまる前の恵比寿駅前風景です。国鉄山手線の電車がチョコレート色で、都電の線路が敷設
されています。

【撮影：1961年（昭和36）】 【撮影：2014年（平成26）】

中目黒駅（中目黒駅ホーム）

　日比谷線全線開通直前の中目黒駅上りホーム、３番線には霞ヶ関行きの日比谷線電車、現在の写真には４番線
に渋谷行きの東横線電車が顔を並べている。

【撮影：1964年（昭和39）】 【撮影：2012年（昭和24）】

　日比谷線が開通してから２年後、六本木通りの上に首都高速道路３号線の工事が始り、路面の掘り起こしが行
われている様子です。

【撮影：2011年（平成23）】【撮影：1966年（昭和41）】

六本木駅（六本木駅上での高速道路工事）

　駅から外苑西通りを西へ飯倉交差点で撮影すると東京タワーが後に見えます。

【撮影：2012年（平成24）】【撮影：1971年（昭和46）】

神谷町駅（飯倉交差点から東京タワー（神谷町駅）

＜参考情報＞

　地下鉄博物館（運営：公益財団法人メトロ文化財団）が保有し
ている写真データについては、メトロアーカイブアルバムとして
閲覧等の活用が行われており、特に、マスコミ等から様々な機会
を捉え、写真提供も行っています。
　地下鉄の開業により、東京の街の様子が時代とともに変化し、地
下鉄は都市機能の一部としてなくてはならないものになっています。
　今回、写真で見る地下鉄の歴史として路線別、開業年別にわか
るメトロアーカイブの中から抽出した写真のほか、お客様から寄
贈された写真を、「地下鉄今昔展」として紹介・展示しました。
　企画展として開催された期間等は、下記のとおりです。

１　期　　間：2018年９月11日（火）～10月28日（日）
２　場　　所：地下鉄博物館内の休憩コーナー
３　展示作品： 駅周辺37地点の今昔写真74点、及び車内写真２枚
　　　　　　　 合計76枚展示（展示写真の詳細は、パネル展示写真一覧

表を参照）

【日比谷線】
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　名 鉄道は1 94年に 知 車鉄道として創業

し、 部 を 心に 通、運送、 動産、レ ー・

サービスな 、様々な事業展開を行ってきました。

本年３月には、名鉄 ループが目 す方向性を め

た「長期 」と、そ

の 体的な３ 年 画であ

る 期 画「B I

2020」を し、 つ

の重 テー を て取り

組 を進めています。

　当社が展開する 線観

光キ ン ーンは、その

重 テー の１つ「 力

ある 線・地 くりの

進」の一環として実

しているもので、各

体、観光 会な 地 の

方々との連 を め、観

光 の り こし

発信の 化を図ること

で、「 力ある 線・地

くり」に取り組んでい

ます。2007年の を

りに、 田

な に拡大を図り、

本年は豊田 、名

の 地区が わって

つの リアで 線観光

キ ン ーンを実 して

います。 では「

かりのある 田信長

の もとの川 町」、

田 では「 な の 化」な 、各地の名産

品 に する ・観光 にス ットを当て、

他 リアとの 力の 化・明 化を図っています。

　今 は、その から、名 の として く

から され、 の名所としても名高い 地、

の 所について、ご します。

・ 線

名古屋鉄道株式会社　

SUBWAY◎

沿線散策
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ー

　 は、 知 の最 に 置し「 張の 京

都」と れる ある 下町です。「 」、「

」と２つの国 を し、 光明 な 川の

観な 観光 が豊富であることから、観光地と

して くから 気を集めてきました。

　当社においても を 線の観光 と え、さ

ま まなレ ー 設 ホテルな を展開してお

り、2007年からは 観光 会と連 を図り、当社

最初の 線観光キ ン ーンである「 キ ン

ーン」を実 し、 の ルメな を R

して集客を図っています。

　当初は年２ 開 していましたが、現在は年３

に拡大してキ ン ーンを実 している か、開始当

初は40 度であった参 も150 度にまで増 し

ており、 の入場者 もこの10年で 以上とな

るな 、 地区の観光客は大きく増 しています。

内 駅

内 ー

沿線散策

川の とりにある 知 最 の 。明 期か
ら昭和初期にかけて観光ス ットとして注目を集め、周
には 旅 な がいくつか 設され、当社 ループの
名鉄 ホテルもあります。また、 成田 、 光
な の観光地の最 り となっています。

駅

線から 線、 線が分 する 張 部の 心 。
観光の にもなっており、明 、リトル ー

ル 、日本 ンキーパークへの スが発 する か、 か
ら へと る歩道も されています。

駅

明 時代を 心とした 的 を保 する 外 。
60 りの が移築・保 ・展 されており、その多くが
国の 化 で重要 化 も11 まれています。

国 、重要 化 正 を 心とした
があり、 かな まいを せています。 は 田信長の実
・ 田 楽 が てた で、国 名 の一つです。

日本  

23カ国から移築・ した の展 をは め、 の
ルメ シ ッピン 、 装の体 な 、楽し ながら
べる です。 ごとのイベントも充実しています。

 ー

シン 、お 様と乗れるのりもの、アスレ ックな
、30 以上のアトラクシ ンが充実した、フ リー

で楽しめる 地。 場のプールは 年大 気です。

日本 ー ー
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内

SUBWAY◎

当社は、1965年の創業以来、50年以上にわたり 業を続けてきた名鉄 ホテルを 開発し、I G（インターコン ンタ
ル ホテル ループ）と提 して、2021年度下期をめ に、 部 初のイン ィ ラン のホテルとなる「ホテルイン
ィ 楽 」を開業します。

鉄  （ ー ）

現 する日本最 の で国 の とつ。 田信
長の 、信 によって創 されました。 最上階には

があり、 を楽し ことができます。

川うかいの は今より1300年 と考えられており、
では340年 に ３代目 主成 正 公が
として始められ、 を保 したと われています。

1350年 りの を つ 光明 な で、 張最 の
け 手観音 場。 名「 張のも でら」の名で し

まれる が しく、 には約 本の が きま
す。

下町の 心地として えるメインストリート。今も
も わいを せており、 産 を したり、 べ歩きを

しながらのんびり歩くのにオススメです。

下  本 り

部地方最大の 動 信 の 心ともいわれている成田
。 には っ な が参 者をお えします。

成

国 の に 置する ある 社で 名「 し
社」。ご で うとお が増えて ってくるといわれて
います。境内のハートの にも注目です。
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り

　当社では、今 した 線のさらなる 力

向上に貢献するため、名鉄 ホテルを 開発する

です。 今、 動向 ー が多様化してい

ますが、一つ とつのホテルが の特 を つ「ホ

テルイン ィ 」の導入により、 産にあ れ

る 地区の 力をさらに体 していただけるもの

と考えています。 キ ン ーンとの 乗効 に

より、今後、 日外国 旅客な 、さらなる誘客に

がることを期 しています。

　今後も、当社は 線観光キ ン ーンをは め、

様々な地 活性化の を展開し、 ・

の拡大を図り、地 とともに成長してまいりま

す。

0

沿線散策

公 から められる 川は の とこと。 の時期
は の が しい の を楽し こともできます。

年４月に開 される スコ無 化 産にも され
た ある で、 掛けも 事なからくり を えた13
の車 が 下町を 行します。

の に き出す100 の 。 ・ の「早
く を発す」という を 用して の しさが
め えられた 承にちな 、「 の 」とも れてい
ます。

の と の とのコントラストが しい公 です。
公 内の 社の も ころです。

の車 には「からくり 」が載せられています。
内のからくり展 では の「 車からくり」 「
からくり」が展 されています。

り

明 時代から わる 理の「でんがく」をは め、
的な 理からインスタ えする新たな ルメまで、
には様々な が集っています。

047-沿線散策.indd   50 2018/11/14   14:20:09



SUBWAY◎

車 ー マ

　2015年11月19日（ ）、リ は 。 ルーのリ

に向かうため、 リの 都サンティア にあるアル

ト ロ メリノ ベ テス国際空港で15時発のラン

空（ A）642 の搭乗手続きをする。出国 ・

保安 のあと「パシフィコ」という名のラウン

で 。 理も も しく、インター ット 続

も問 なく、満足の くラウン である。

　14時45分、15番搭乗 から A642 （ 用機 は

ア ス320 機）に搭乗。 満 だ。15時 分

に車輪が動き、15時17分に離 。機 からアン ス

の サンティア の町が える。機内では、

ビールと をもらい、 の ー とクラッ

カー・サン イッ を べる。１時間 熟 。

　 平 上を 行し、現地 ルー時間（注１）の16時29分

にリ のホル ベス（注２）国際空港に 。

行時間は３時間12分だった。入国 ・ き取り

のあと、 行 全部の 線 がある。空港で両

をすると、レートは１ ル 3 041 ーレス（注３）。

　17時 分、空港からタクシーに乗り、 約してい

た ュー コルパック ホテルに向かう。運転手は、

方の 動車 を避けて、 線道 ではなく

地・ 地・ 平 の を る。初めての

ルーなので、 々 安になるが運転手に せるしか

ない。聞くと、この時間 なら２時間かかることも

あるそうだ。それ リ の 動車 は いと

のこと。1 時30分にホテルに 。タクシー代は

136 ーレス（約5030 ）と高かった。

　このホテルは設 が 々 いが、問 なし。

の けをして、シ ーを びて る。

マ 鉄

　11月20日（ ）、 。 時 に し、７時から

。このホテルでは日本 が出るので、 飯に

・ き（ハム入り）・ き ・ ・スイ

カを べる。周 を ると、 高年日本 旅行者が

多く しているようだ。

　この日は と 後に３か所で をし、 ルー

の 要 リ の都 鉄道 画についての を 集

する。下 はその 要である。

　 ー

　 約3300 （2017年）の ルーは、 で

は 成長率が高い。 都のリ に が集 して

いて、約1000 （2017年）いる。年間生産 100

トンの は 第３ 、 は 、

は ２ ３ 、 は １ ２ 。 が 出の

を めている（注４）。 出入の第１ は 国

である。（ １）

　 と 平 年 が32 33 であること

が、 成長につながっており、2005年から成長基

（注１） ルー時間 リ（ 時間） ２時間 日本時間 14時間。
（注２） ルー フランス のJ á （1 7年 1910年）。 空 明期に高度 を ち立てたパイロット。アルプス

えの 行に し、 に し事 した。
（注３）単 はS （ ル）、 がS （ ーレス）。「S 」と 。１ ル 約37 （2015年11月）。なお、ス イン で「

ル」は「 」、「 （ ）」は「重さ」の 。
（注４）参考までに、 の リは の を産出し、年間の産出 は500 トン。
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にある。 リン （注 ）の格 けはメキシコと

で、2021年は ルーの 国200周年にあたり、

メキシコ リとともにO （注 ）入りを目 し

ている。なお、日本 の移 は140周年（ ラ ル

は160周年）を え、約10 いる。

　 マ （ ）

　リ 都 の は約1100 （2017年）である。

リ の 動車 は年々 化してきており、JI A

の 通 スター プラン が2007年と2013年の

度にわたり実 された。2007年の スター プラン

は 号線まで、2013年の スター プランの し

では 号線（ ノレールを提案）が になった。

現在リ には、 線のメトロ 画（１号線の 開

業）がある。なお、2010年に運行を開始した高

送 ス（BR B R i i ）の「メトロ

リターノ」（M i ）の も しく、

送力の に近 いてきている。

　１号線は、19 0年代から 画され

たが、 ルーの により工事

は長期間にわたり した。当時の

大 の により2009年から工事

が 開され、2012年４月に開業（

長21 4 。 間1435 ）し、さ

らに2014年 月には 開業（全長

34 6 。26 ）している。この

線には、アルストム社の電車が 入

されている。

　２号線は 設 である。本来の２

号線（ 長26 9 ）と４号線のう

ち空港分 線（ ）を 設して

おり、 で35 、 は65

ル（注７）（約 130 約230 ）

である。事業 は、ス インの

A S社と ラ ルのアンサル

（ り）

線 送 事
１号線

（全線高 ）
３ ・ 一の開業 線

・15分間 で運行
・ 所得者 の 地区を る 線
・電車はアルストム社

２号線
（全線地下）

3 4 ・４号線の空港分 線を
・ 5000 6000 で工事
・ り りの で 設

３号線
（地下）

・入

４号線
（地下）

2 2 ・入

号線 １ 満 ・ 画段階
号線 ２ ・ ノレールが提案され、 事

業方式を

（注 ）S i B 。各国の または 関 機関が発行・保証している （国 な ）。
（注 ）O i i i i （ 力開発機 ）。 ーロッパ 国を 心に日

を め34か国の 進国が する国際機関。本部はパリ。
（注７）１ ル 125 （2015年11月）。

　 マ
地 中 地

下 B ポ ター
（ ó

0 年 0日）

　 マ （ ）
　　　　 AA （A  A ó    é マ

鉄 ） ー ー
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レ （A B ）社の ループが 得。なお、

アルストム社は、 があわなかったので した。

この２号線の 設には 問 があり、 分な

が 保できていないので、 連 （

i i i ）事業方式にしてい

る。また 設工事は 通り進んでおらず、2020年

になっても ではないかとの 念もある。

　３号線（ 長31 6 ）は近々入 の公 が行なわ

れる。３号線の 画・設 はアン ロップ

（I ）社（フランス）と W（ i

）社（ス インと ルー）・ ストレン

（B ）社・メトロ ラノの企業連 が実

した。３号線は２号線と 様に事業 方式を 用し、

が 0 、 が20 担するスキームである。2016

年の３月か４月に設 ・ 設・運 ・車両・システ

ムの入 が実 される である。 長は31 6

であるが、長くなる 性もある。３号線の は、

達と 設である。

　 の４号線の 画・設 コンサルタントは、

オコントロール（G ）社（ス イン）

と ーロステュ ィオス（ i ）社・テク

クアトロ（ ）社・クル ール（ ）

社・カパック社の ルー・ ラ ル企業連 である。

2016年 ３ 月 に 事 業 性 （F i i i

S ）を し、2016年12月 2017年１月にかけ

て入 を実 する である。

　なお、 ルーは１ あたりのG I（G i

I 国 所得）が高いので、 は適用

されるがS
ス テ ッ プ

（注 ）は 用できない。

ス駅

　 マ

　 は、現地 在日本 の案内で「トシロー 」と

いう日本 に行く。リ では 名な で、 ルー

の客も多い。 り （ 0 ーレス 約2960

）を注 。 平 で取れる新 な な を 用し、

常に である。 後の は リアン の リ
（注 ）を べる。上品な で、これまた 。

　 ルーというと、サイ ンと ーフ ンクルの

ット コン ルは んで く（注10） からアン

ス を連 し、海産 な 期 していなかったの

だが、実のところ ルーは 平 に した 産大国

で、 しい が豊富なのである。

　 ス駅

　一連の 後、 産に されている
セ ン ト ロ

のカテ ラル（大 ）近くに 動車で行く。

ここでは、アン ス 鉄道のリ ともいう

べき サンパラ ス （注11）を るのが目的で、

がある への通りを歩く。そこには今日開 し

た かりの コレートの （
コ ムセオ

「 コレート 」の ）があり、 をの

いてカカオにリキュールを たものを 。うま

いので いたかったが、現 いと われ、 ちあ

わせがなかったので める。

　通りの きありにある立 な サンパラ ス の

内に入ると、ステン ラスの ーム

があって内部は明るく、かつての 光をうかがわせ

る な である。階段でおりると、 の一段

いホーム階部分は ルー になっているよう

だ。 内を一通り てホームに行くと、線 に

性 員が１ いたので、列車の運行 を聞くと、

列車が１日に 本の とのこと。（ ２、

３、 ４）

　このあと のアル ス 場にあるカテ ラル

と大 ・リ 所な を る。 とん が

地時代の な 築である。その 設 に

なったのがインカ 国の である。（ ）

　

　 にメトロ１号線に乗車するために、BR の「メ

トロ リターノ」 いに るが、 方の が

く 動車が長 の列をなしている。1000 規 の

（注 ）S （本 技術活用 ） S i i i 。S は、日本の れた技術 ノウハウを
活用し、開発 上国への技術移転を通 て日本の「 が える 助」を 進するため、2002年７月に導入された。

（注 ） リ ともいう。 は く らかい で、 ルーの しい 。
（注10） ó 。 ルー ・ 音楽 の ル アロ ア ロ レスがアン スのフ ルクローレ（

音楽）のメロ ィを ーフにして1913年に 。その後1970年にアメリカのサイ ンと ーフ ンクルが い大 ッ
トした。

（注11） ルー 築 ラフ ル ルキーナ（R M i ）の設 で1912年に 成。現在は ルー にもなって
いる。
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都 において 道 通システムはメトロ１号線だ

けだし、基 となる 線に 送力の さいBR を

入れているから が くなっているのだ。

　メトロ１号線のサン ルハ スル に行く。ま

ず、乗車カー を 入しなくてはならない。 の

は、 うもないようだ。列に んでカー を

うと、カー 代が ーレス（約190 ）、25 ーレ

ス（約930 ）を ー しておく。運 は1 5 ー

レス（約60 ） 一。これだけで約10分かかる。ま

た 動改 機の 理 力が いため改 には長い行

列ができていて、ラ 内に入るのに 分近くかかる。

すると、 に いてから改 を通 するまで

に約15分もかかってしまう。旅客設 の 理 力が

さいのは、 要 で 送 を したため

だが、都 通システムとしては 的欠 なので、

改 の 要がある。（ 、 ７、 ）

　改 から 内に入ると スカレーターはなく

レベーターの 。警 員から 内での は

　 マ ス
ス 3 年

0年 成

（ 0 年 日）

　 ス駅 ー （
3 ） 車
地 車 （

0 年 0日）

　 ス駅 内 下 ー
（ 0 年 0日）

　 マ 中 駅 ス駅
（ 年 成） 内 ス ス ー

り （ 0 年
0日）

　 ス 駅
内 り （

0 年 0日）

　 り 中
ス 駅 （ 0

年 0日）
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メだと われる。ホームまで階段であがると 員

がいて旅客の安全を 視していたが、ホームの で

電車の を る。 ルーでは道 は 通行だが

メトロ１号線は 通行。（ 、 10）

　 ってきたアルストム社の電車に1 時に乗車。車

内は超満員で、 ・ な が乗っ

ている。今日は時間がないので、とりあえずメトロ

１号線が んなものかを るだけにし、２ 目のカ

ビトス で1 時 分に下車。（ 11、

12、 13）

　メトロ１号線に乗車した として、 送力が

それ 大きくない、 道 の高 、

ス（ ラでは ープ ー）が両 の道 を

る な 、 設年代は うが ラの R １号線

によく ている。

（201 年 月２日 ）

0　 マ ス 車
（ 両 成）（ 0 年 0日）

　 ス 駅
り ス ー
ター （ 0 年 0日）

　 ス 駅 ー

（ 0 年 0日）

　 車内 車両 り
車

（ 車 中 0
年 0日）

　 車内 内 り 駅
（ 0 年 0日）

3　 ス駅

（ 0 年
0日）
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～鉄道・高速道路・空港・港湾等の電気設備の
 設計、施工監理、コンサルティング～

１．はじめに
　当社は、鉄道電気設 のコンサルタントを行うた

め、1962年（昭和37年）に電気技術開発株式会社と

して設立されました。

　当時、 が国は高度成長期にあり、 通機関の

が急がれており、そのため 国鉄では、鉄道の近

代化が 力に進められ、東海道新 線、在来線電化・

動信号化な 、工事が大 に増 しました。

　当社は、これらの大規 かつ重要なプロ クト

に対 するため、鉄道電気設 に特化したコンサル

タントの 分けとなりました。

（会社概要）
　会社名：電気技術開発株式会社

　所在地：東京都 代田区 田 4 2 5

　　　　　トライ ッ ノ 9F

　 　社：名 、大

　 　 ： 、 、

　設　立：1962年（昭和37年） 月１日

　 本 ：9 000

　代表取 社長： 津　成一

　社員 ：201名（平成30年10月１日現在）

　 格： 設コンサルタント

　　　　　　（電気電 部門 鉄道部門 道 部門）

（業務概要）
鉄道、新 通システム、 ノレールな の受 電・

電車線・電 ・信号保安・通信設

道 の 明・通信・ 災設 、 システム

港 、空港の ・電力・通信設

な を対 に、 の業務を行います。

　 システム

　 基本設 、実 設 、 工 理

　 保 、運転関 な の 要 の 成

　 高 波・通信誘導・電波 な の 、

２．公民鉄、JR各社と共に
　設立後は、鉄道 設・運 設 機 、

JR各社から全国の 新 線 設、在来線の設

増 信号保安改 な の近代化工事の設 を担当

し、その時々の を するため、電 誘導

、設 改 な にも参画する機会を得ました。

　これらの機会で培った技術と を められ、公

鉄、都 ノレール、新 通システムの新線設

にも わってまいりました。

　 駅

　海外では、設立して にアル ン ンのロカ線

電化の基本設 に取組んだのを手始めとして、 国

ウルの地下鉄 設な の海外プロ クトにも参

画いたしました。

　現在も鉄道電気設 が主 業務になりますが、高

道 の電気設 道 システムおよび成田空

営業部担当部長
佐伯　惠介

電気技術開発株式会社
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港、 田空港 全国の港 設の電気設 な に事

業分 を拡 てまいりました。

３．地下鉄の新線建設と設備更新
⑴　新線建設
　昭和40年代に入ると、東京、大 、名 に続き、

、 、 、京都、 、 の各都 で 々

と地下鉄の新線 設が始まりました。

　当社は、東京メトロ（当時 地下鉄）各線、

、 、 、京都、大 、 、 の各都

および鉄道 設・運 設 機 （ なと

らい線 設）から電気設 の設 な （各 、

基本設 、実 設 、 工 理の一部または全部）

の 発注をいただきました。

　各都 の地下鉄では、 最新の保安装置、 動

化装置、 ル ー装置な の新技術が 々と

導入され、当社も新技術の設 に わることができ

ました。

⑵リニアメトロ建設
　日本地下鉄 会主導でリ ア ータ 動の 断

地下鉄が、大 港地区の 運転線で され、当

社も地下鉄の 化 、 行による信号保

安装置への に参画する機会を得ました。

　平成２年にリ アメトロが、大 の 地線で

開業した後、東京、 、 、 、 の各都

で新線が 設され、現在も で 工事が進め

られています。

　当社は、東京都 大 線、 海 線、

東西線の電気設 の設 に参画しました。

地下鉄 　 駅

⑶　設備更新
　新線 設した地下鉄も30年 後 した電気設

は、 新時期に入り、 に 新が わったもの、こ

れから 新 のものがあります。

　各都 では 新するに際し、単 に新設・ を

するのでなく、 設 の し、 システム

成の し、 最新技術の導入な の関 で び当

社が、電気設 の設 に参画しています。

４．おわりに
　今後も当社は、地下鉄 設で 積した技術と

を活かし、技術 新に った技術 に めると共

に、新規 通プロ クトにも に し、 き

続き電気インフラの に貢献してまいります。

鉄 　日本 り駅
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１．会社の沿革
　当社が設立されたのは、昭和26年11月26日で、今

年で創立67年となります。

　初代社長は、飯田徹男で、事務所を東京都港区芝

西久保桜川町４番地に置きました。

　その後、事業の拡張と共に移転をしていきますが、

平成13年、創立50周年を機に東京都大田区大森にお

いて、それまで４ヶ所に離れていた各部門を１ヶ所

に集約させ、業務の効率化、お客様の満足度向上を

図るべく、現在の工場を竣工させました。

　創業の翌昭和27年７月に、当社は分散式車内放送

装置の特許（実用新案）を出願しています。これは

現在においてもJR・公私鉄を問わず、全ての電車

用車内放送装置の基本システムとなっており画期的

な発明でした。また、これにより当社は現在の基礎

を築くことができました。

　また、昭和32年には、当社の念願であった国鉄に

対する受注活動が実を結び、「電車用放送装置」と

して規格承認され、正式契約の運びとなり、一大転

機となりました。

　これまで、警視庁パトロールカー用サイレン、医

用超音波診断装置等の製品の開発も行ってきました

が、現在は車内放送装置を主力製品として鉄道の

「音」の専門メーカーとして歩んでおります。

２．会社の概要
　会社名：八幡電気産業株式会社

　設　立：昭和26年11月26日

　本　社：東京都港区高輪３丁目25番地23号

　　　　　京急第２ビル４階

　工　場：東京都大田区大森東１丁目17番１号

　代表者：飯田　充男

　従業員：160名

３．製品内容
　・車内放送システム（保安装置）

　・列車無線システム（誘導式）

　・車内AVシステム

　・鉄道車両用セキュリティカメラシステム

　・その他鉄道関連製品

４．当社の特色
　当社は創業以来、67年にわたり、一貫してお客様

の安全・安心を担う鉄道用放送装置メーカーとして、

多くの鉄道事業者様に製品を納入して参りました。

ISO9001、ISO14001の認証を取得し、高品質で、

環境に配慮した製品をご提供しております。

　鉄道の車内放送装置は、乗客の方に対し、通常の

案内放送を行うのはもちろんの事、異常時に、最後

八幡電気産業株式会社
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まで乗客の方を安全に誘導するために欠かせない、

保安装置であると考えております。あの東日本大震

災時にも、津波からいち早く乗客の方を車両から避

難させた乗務員の方の話がありましたが、その際に

も当社放送装置が安全に避難するための一助を担っ

たとの話をお聞きする機会があり、改めて車内放送

装置の重要性を認識しております。

　当社は「音」に拘り、乗客の方にいかに聴き易く、

いかに快適な音をお届けするかを考え、日々製品開

発を行っています。

　車内の騒音下（地下・鉄橋等）において、うるさ

くない音で、かつ放送を聞き取り易くする為の技術

開発、観光列車で音楽を聴いて頂くための鉄道車両

用BGMシステム等を手掛けてきました。

　また、最近ではJR様を始め、鉄道を単なる移動

手段ではなく、旅を楽しんで頂くためのホテルのよ

うな空間をご提供しようという鉄道事業者様が増え

ていることから、車内におけるWiFiでのコンテン

ツ配信システム等の開発にも積極的に取り組んでお

ります。

５．今後の事業展開
　鉄道車両用放送システムはもちろんのこと、2020

年の東京オリンピックに向けて車両搭載が増えてき

ている車内セキュリティカメラも豊富なラインナッ

プで提案活動を進めています。車両を熟知した上で

のノウハウをベースに、展開を図っております。

　また、国内の鉄道事業者様に対するしっかりとし

たご提案、アフターサービスを主体とした上で、海

外への展開も図って参ります。

６．おわりに
　八幡電気産業は、長年培ってきた技術を生かし、

企業理念である「私達は、顧客第一の信念に徹し、

社業を発展させ、社会に貢献する」を基本にこれか

らもお客様に信頼され、ご満足いただける製品を提

供し続けます。
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0

TOPICS
MEMBERSHIP

協会

鉄 ス

社 鉄 会

　10月14日の「鉄道の

日」は、明 年に新

橋・ 間に初めて鉄

道が開通したことを

念して、平成 年に

されたもので、今年

で25 目となります。その関連行事として、10月

日・７日の両日、東京都 代田区の日 公 で第

25 「鉄道フ スティ ル」が開 されました。

　一 社 日本地下鉄 会は、「鉄道の日」実

行 員会の 員として、この「鉄道フ スティ ル」

の開 に参画しており、 年のように地下鉄 会の

ースを設けて出展しました。

ス

　初日の 日（ ）は、 日 から し、

となり鉄道 アの ならず 連れで れまし

た。入場者 も69 000 と 年に べ出足が で

した。２日目の７日（日）は、 から れの

に まれ、 年にない わいとなりました。この結

、２日目の来場者 は 1 000 となり、 で

150 000 となりました。

　また、 年に続き 会

スタッフがお いのウイ

ン レーカーを 用し

て来場者の方々に対 し

ました。

会

　 会の ースでは、

年のことながら会員

各社の事業を する

パ ルをテントの 一

に 出しました。各

社とも最新の 線図

の車両の な をビ ュアルに配置したパ

ルを 成し、電車 きの もフ ン 、かつて

用していた鉄道の い出を り う ループな 、

心な鉄道フ ン 各地方出 の方が 々と れ、

パ ルに 入っておりました。

地下鉄

　今年は、「 通 」「名 通 」「

通 」が地下鉄 会の ースを 用して、

品 を行いました。

　その で、 通 では、「I カー ・は

かけん」発 40周年 念の I カー を め、 日

から徹 組が出るな フ ンで長 の列が出来、

した500 が か30分で するな を上

る り上 となりました。

　また、名産の 多 の クタイな も でした。

　 通 では、「100年 念 車両」な も

でした。

　名 通 では、「60周年 念タオル」の

スの 車場表 のプレートが するな

通 ッ が でした。

　 日の とは って わっての で、開

からお目当ての ッ を すフ ンが列を って

つ で、各 通 の が の だかりとなり、

会場入り に近い当 会の ースはフ スティ ル

に しい を していました。

（ ース） （ ース） （ ース）
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スタ ー 協会

　今年も、東京都 通 のご提案により、３か所を

るスタンプラリーが実 され、当 会もスタンプ設

置場所になり、 した3000 の も２日目の

後には品 れになるな 、ラリー参 の 供たちの

行列で 年以上の

わいとなりました。

また、ラリー参 者

には 会から「歩き

ス ホは です」

キ ン ーン等の

ティシュを し上

て れました。

　また、 会では、会員31社 の車両 をプ

リントしたクリアフ イル5000 の配 に わせ、

地下鉄を 用する際の ナーをイラストな で楽し

く ことが出来るリーフレット「 ろう 電車の

ナー（すごろく ）」を、 ースを れた 様に（各

5000部）お配りしました。

　フ スティ ルで となったこのクリアフ イ

ルを楽し にしている鉄道フ ンもたくさんおり、

のクリアフ イルを全て集めているという方

、今年新しくなった車両 を全て当てた方な 、

員も く 心なフ ンの方にたくさん出会うこと

が出来ました。

　この第25 鉄道フ

スティ ルにつきまし

ては、会員各社から

大なるご 力ご を

り、 く し上

ます。

　今後とも、ご ・

ご 力の よろしくお

願い し上 ます。

地下鉄 （平成30年 ）

　 月の全国地下鉄 送 員（ ）は、約

１ ７ で、対 年 月 2 5 増（ 期

旅客2 5 増、 期外旅客2 5 増）となった。

　今月の地下鉄 送 員は、41か月連続しての増

となっており、また、10社 全てにおいて増 して

いる。なお、 期旅客の びが 期外旅客を上 る

向が続いていたが、今月は 期・ 期外旅客とも

2 5 増と であった。

年度・月
地下鉄輸
送人員
（千人）

うち定期
旅客

（千人）

うち定期
外旅客
（千人）

前年比
（%） 前年比 前年比

平成25年度 5,538,488 3.6 2,851,048 4.4 2,687,440 2.8
26 5,621,970 1.5 2,912,567 2.2 2,709,402 0.8
27 5,817,043 3.5 3,007,187 3.2 2,809,857 3.7
28 5,941,761 2.1 3,081,146 2.5 2,860,589 1.8
29 6,090,278 2.5 3,177,681 3.1 2,912,595 1.8
28年8月 491,641 2.3 253,843 2.5 237,796 2.1

9月 490,818 1.9 259,687 2.1 231,132 1.8
10月 501,905 2.1 263,944 3.3 237,961 0.9
11月 496,197 2.5 261,985 2.8 234,209 2.1
12月 490,596 2.9 240,215 3.4 250,383 2.3

29年1月 489,824 1.8 259,537 2.3 230,287 1.3
2月 468,057 1.2 245,243 1.7 222,813 0.5
3月 502,074 2.0 246,008 1.9 256,044 2.2
4月 510,891 2.9 263,839 3.6 247,050 2.1
5月 519,657 2.8 275,948 2.9 243,707 2.6
6月 514,642 2.2 274,146 2.7 240,493 1.6
7月 515,558 2.2 269,001 3.2 246,556 1.1
8月 504,628 2.6 261,340 3.0 243,287 2.3
9月 503,919 2.7 269,696 3.9 234,223 1.3
10月 513,996 2.4 272,215 3.1 241,780 1.6
11月 510,492 2.9 269,832 3.0 240,659 2.8
12月 504,140 2.8 247,866 3.2 256,273 2.4

30年1月 499,752 2.0 266,604 2.7 233,146 1.2
2月 475,593 1.6 252,044 2.8 223,550 0.3
3月 517,004 3.0 255,143 3.7 261,861 2.3
4月 517,996 1.4 269,025 2.0 248,970 0.8
5月 532,732 2.5 284,772 3.2 247,962 1.7
6月 524,572 1.9 282,037 2.9 242,534 0.8
7月 526,442 2.1 277,321 3.1 249,121 1.0
8月 p517,243 p2.5 p267,962 p2.5 p249,287 p2.5

（注）１． 集計対象は、東京地下鉄㈱、大阪市高速電気軌
道㈱及び札幌市、仙台市、東京都、　横浜市、名
古屋市、京都市、神戸市、福岡市の各公営地下
鉄の10地下鉄です。

　  　２．” p” は速報値
　  　３． 四捨五入の関係で、定期・定期外の積み上げ値

と地下鉄輸送人員は異なる場合がある。
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地下鉄 駅

　東京都 通 では、ラ ビー ール カップ2019

™日本大会に向けて気運を り上 るため、大会オ

フィシ ルス ンサーであるキ ノン株式会社の

力のもと、都 地下鉄大 線「代々 」に ラ

ビー・ウ ール ラリー を下 のとおり 出

します。

１　期間

　　平成30年10月26日（ ）から平成31年４月 まで

２　場所

　　都 地下鉄大 線「代々 」 内

３　 出イメー

ラ ビー・ウ ール ラリー

　ラ ビー ール カップ2019™大会オフィ

シ ルス ンサーであるキ ノン株式会社が開

都 と 力し、キ ノン製大 プリンター

「i ROGRAF」と スター 成 を 用

して参 ームの 力ある を 出する

ことで開 都 における気運 成を目的とする

プロ クト。

ター
A

　キ ノンは、2019年 月20日 11月２日に日本の12

都 １で開 される「ラ ビー ール カップ2019日

本大会」への に関し、「オフィシ ルス ンサー」

の契約を 結し、オフィシ ルス ンサー第１号企業

となりました。2015年に行われた のイン ラン

大会に続き、今 で２ 目の となります。

中 成

都 スで車体ラッピン

１　期間

　　平成30年 月13日（ ）からラ ビー ール

カップ2019™大会本番 まで

２　内

　　ラ ビー ール カップ2019™大会 スコット

「レン ー」を活用した インでラッピン し

た都 スを運行

３　規

　　都内11 業所・ 所　各１ （ 11 ）

　ラ ビー ール カップ2019™日本大会は、2019年（平成

31年） 月20日から11月２日まで、全国12会場で開 され

ます。東京では、東京スタ アムで開会式・開 をは

め が行われます。

　 は「東京都ラ ビー 」（

）をご ください。
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SUBWAY◎ 3

交通フェスティバルin名谷車両基地
～B-FREE～

１ 日時　平成30年 月24日（月・ ）10時

２ 場所　 通 名 車両基地

３ イベントの内

　　・地下鉄運転シ ュレータ体

　　・「ピットツアー」

　　・車両 体

　　・地下鉄運転

　　・保 車両展

　　・車両工場

　　　な

第14回安全安心キャンペーン

１ 日時　平成30年10月17日（ ）10時

２ 「鉄道の日」 実行 員会では、 年10月を「

レイル ンス」と 置 け、鉄道を くアピー

ルするイベントを各地で展開している。

　　 通 では、10月17日（ ）に、その一

環として 鉄道連 会、「鉄道の日」

実行 員会 び 多警 との共 で、「安全・

安心キ ン ーン」を実 しました。

　　このキ ン ーンは、鉄道の安全・安心に対す

る 発を目的として行われており、「一日警

長」「１日 長」を務める 大 が鉄道の

安全運行、車内 の R活動（ ラシ配 ）を

行いました。

マス

鉄 ス
 

車両

車両

地下鉄有線・無線 ★地下鉄情報★
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2018東急電車まつり
In 長津田

鉄

１ 日時　平成30年 月23日（日）10時

２ 場所　東急電鉄長津田車両工場、東急テクノシ

ステム長津田工場

３ イベントの内

　　・実 体

　　　　車体 り上

　　　　運転シ ュレーシ ン体

　　　　 常 タン 体

　　・展

　　　　 O i（ 車）車内

　　　　 500 電車 ックアップ運転

　　　　車両 念 会

　　　　な

「きんてつ鉄道まつり2018」を開催

日本鉄

１ 日時　平成30年10月27日（ ）10月2 日（日）

２ 場所　 会場（ 芝

車 ） び高安会場（大 八 高

安車 ）

３ イベントの内

　　（ ）・トレインシ ュレーシ ンアプリ・

「 i i A S 3 近鉄 線」

ーム大会

　　（高安）　・ ライナー運転

　　　　　　・近鉄ビスタ トラ ーサー実

　　　　　　・線 でサイクリン 乗車体

　　　　　　　な

会 　

会 　

ータ

会 　 ー

地
下
鉄
有
線
・
無
線
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SUBWAY◎

その他

車両 地

事業者名 開催日 イベント名

東京メトロ 11月18日（日） 「メトロファミリーパークin AYASE 2018」

Osaka Metro 11月18日（日） 「Osaka Metroフェスティバル」

東京都交通局 11月18日（日） 「都営フェスタ2018 in 三田線」

横浜市交通局 11月10日（土） 横浜市営交通　お客様感謝祭　「はまりんフェスタ2018」

京都市交通局 10月14日（日） 醍醐車両基地見学会

福岡市交通局 10月７日（日） 地下鉄フェスタ

東日本旅客鉄道㈱ 11月10日（土） 第18回 みんな集まれ！ふれあい鉄道フェスティバル〈働く車両大集合〉

小田急電鉄㈱ 10月20（土）・21日（日）「小田急ファミリー鉄道展2018」

阪急電鉄㈱ 10月21日（日） 「レールウェイフェスティバル」

東武鉄道㈱ 12月上旬 「2018東武ファンフェスタ」（南栗橋車両工場）

京成電鉄㈱ 10月27日（土） 「宗吾車両基地キッズフェスタ」

阪神電気鉄道㈱ 11月10日（土） 「鉄道の日　はんしんまつり2018」

京浜急行電鉄㈱ 11月３日（土） 「けいきゅうキッズチャレンジ！プレミアム　東急電鉄のお仕事体験」

西武鉄道㈱ 11月10日（土） 「西武トレインフェスティバル2018 in 南入曽車両基地」

山陽電気鉄道㈱ 10月27日（土） 「山陽鉄道フェスティバル2018」

北総鉄道㈱ 10月28日（日） ほくそう車両基地まつり

埼玉高速鉄道㈱ 10月６日（土） 浦和美園車両基地見学会

東葉高速鉄道㈱ 11月４日（日） 第10回東葉家族車両基地まつり

「ファミリーレールフェア2018」を開催

鉄

１ 日時　平成30年10月14日（日） 時30分

２ 場所　京 電車 川車両基地

３ イベントの内

　　　・電車と力くらべ き大会　

　　　・ 車でGO

　　　・レールの上を る 動車

　　　・工場内 業の

　　　・車両 を体 し う

　　　・「きかんし トー ス号 2017」への乗車体

　　　・「おけいはんトークシ ー」

　　　　な
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平成30年度 会

日　時：平成30年 月20日（月）
場　所：（ なし ）
内　 ：今 の 時 会では、 による なし

のため、 田 道理事の に う新理事を
する 案が提案され、理事に 川東

（東日本旅客鉄道 常務 行 員）の
について され、全員 成により され
ました。

SUBWAY 会

日　時：平成30年 月14日（ ）14：00
場　所： 会 階会
内　 ： 会 「S BWA 」11月号の企画・ 集内

等について、東京地下鉄 長、 　
は め 集 員の方々と した。

平成30年度 会

日　時：平成30年 月20日（ ）
場　所：（ なし ）
内　 ：今 の 時 会では、 による なし

のため、 田 道理事の に う後 理事
を する 案が提案され、理事に 川東

（東日本旅客鉄道 常務 行 員）の
について され、全員 成により さ

れました。

 鉄 ス

日　時：平成30年10月 日（ ） ７日（日）
場　所：日 公 （東京都 代田区）
内　 ：「第25 鉄道フ スティ ル」が、東京都 代

田区の日 公 において、約15 の来場
者を えて開 されました。

　　　　　明 年10月14日に新橋・ 間に が国
初めての鉄道が開通したことを 念して、平
成 年に「鉄道の日」として めて以来、鉄
道事業者が一 に会し、鉄道の発展を うと
ともに、多 な行事を実 することにより、
鉄道に対する理 と関心を めることを目的
として「鉄道フ スティ ル」が開 され、
今年で25周年を えました。

　　　　　当 会では、このイベントに地下鉄事業者
（ ・名 ・ の各 通 ）の
さんと出展しました。今年は、 通
が初めて出展されました。

　　　　　 会 ースでは、会員各事業者を した
パ ル展 会員各事業者（31社 ）の代表
車両の を インにした「クリアフ
イル」 リーフレット「 ろう 電車の ナー」

を来場の さんに配 しました。これらの配
は、 に分けて行いましたが、配 時間

には長 の列ができる で大 でした。
また、東京都 通 と共 の「スタンプラリー」
も実 し、 連れの行列ができるな
でした。

　　　　　なお、 しくは 会ホーム ー の「 会
だより」 び本 「会員だより」をご 下さい。

 会 （
）

日　時：平成30年11月 日（ ） ：00 10：30
場　所： 本部
内　 ：「平成31年度地下鉄関 に る重 要 事

」について、 主 体 　運 ・
通関 体 員会 び 務 会国 通

部会に対し、波多 専務理事が出 し、関
国会 員に要 事 の実現を要 した。

会

日　時：平成30年11月22日（ ）14：00
場　所： ッサム 田ホール
参 者：54名
内　 ：　 送の安全 保は、鉄道事業の最も重要な

であるという認識の下に、20事業社、54
名の参 を得て「安全でしな かな現場力の
創 」というテー で、 社会安全 所　
技術顧問の 　 の と 通

安全 理者　 　 からお話しを
い、 員の安全 識の向上を図ることとし

ている。

会

日　時：平成30年11月30日（ ）14：00
場　所： ッサム 田ホール
参 者：27名
内　 ：「地下鉄 設の保 ・ 等に関する 会」

の 道部会では、「地下鉄保 における効率的
な 道 理」について ・ を進めてお
りますが、今 は「電 に対する対 とその
効 」をテー に を行うこととしている。

地下鉄

月29日に、 月・
月21日に、７月・

10月23日に、 月・
をそれ れ国 通 者会等に配 し、公表しました。

業 務 報 告
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　国 通 、 務 の 事異動につきましては、当 会ホーム ー 「 会 ュース」（平成30年10月16日

（国 通 鉄道 ・・「地下鉄 信（第372号）」）、10月15日 （国 通 鉄道 ・・「 （第375号）」）で、

また、第 安 改 内 の ・ 大 ・ 務 名 は10月４日 （ （第373号）」）をご 下さい。

人事だより

Ⓜ
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名古屋鉄道株式会社

日本

68 かくし　ラスト」
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表２ 表３

平成 30 年度　日本地下鉄協会マナーポスター（車両内中吊り用）

平成 30 年度　日本地下鉄協会マナーポスター（駅舎用）

Please hold on to the handrail 
when riding the escalator

Please wait in line and board the train 
in an orderly manner 

Refrain from using your mobile phone 
while walking

木
下
美
術
館
所
蔵
　『
山
海
図
絵 

』不
染
鉄
　
大
正
1
4（
1
9
2
5
）年 

て

せ　い　  れ　つ　  じょう   しゃ

き　   　も　 あ　る

Let's keep our voices down
주위 사람에게 폐를 끼치지 않도록 
조심해주세요

Please keep your baggage 
in front of you or on a rack
눈치 채지 못하였어도 부딪치고 있습니다

Please be considerate 
of others
필요한 분에게 자리를 양보해 주세요

た い    せ つ

き
ま わ

き

Good manners will bring smiles all around you.
매너 속에 넘치는 미소　　

g yGood manners will bring smiles all around you.
매너 속에 넘치는 미소매너 속에 넘치 미

木下美術館所蔵　『山海図絵』   不染鉄　大正14（1925）年 



主要記事
■巻頭随想
　　札幌市長　秋元　克広
■解説
Ⅰ 　鉄道の輸送トラブルに関する対策
のあり方検討会とりまとめについて
Ⅱ 　平成31年度都市鉄道関係予算
の概算要求について
■特別寄稿
　 鉄道整備のメンテナンスへのICT
の応用

　　（公財）鉄道総合技術研究所
■ 特集　地下鉄の「安全・安心への
取組み」～進化を考える。

　　東日本旅客鉄道株式会社
　　横浜市交通局
　　東京地下鉄株式会社
■ 歴史シリーズ
　「鉄道開業100年の歴史を超えて」
　 東武鉄道における鉄道事業について
　　東武鉄道株式会社　広報部
■リニアメトロ歴史シリーズ⑶
　 都営地下鉄大江戸線の歴史を辿る
■地下博シリーズ
　 「写真で見る地下鉄今昔展」
　 ～昭和30～40年代・東京の街並
みを中心に～（１）

　　（公財）メトロ文化財団地下鉄博物館
■沿線散策
　　名古屋鉄道株式会社
■賛助会員だより
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